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は じ め に 

 

平素は，岐阜県保健環境研究所の業務推進に御理解，御協力を賜りありがとうございま

す． 

当研究所は，食品，飲料水，生活用品，医薬品など日常生活に不可欠な物資を対象にし

た保健衛生分野の検査，大気，河川水，土壌など人が生存していくうえで極めて重要な環

境衛生分野の検査，また，発生すると直ちに健康に被害が生じる感染症や食中毒の検査な

どを通じ，県民生活の安全・安心を守っています． 

近年，我々が担っている業務に関連する健康危機事案が頻繁に発生しています．例えば，

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の拡散，中国

における鳥インフルエンザ A(H7N9)の発生，中東において発生している中東呼吸器症候群

(MERSコロナウイルス)，国内において初めて患者発生が確認された重症熱性血小板減少症

候群(SFTS)，また，中国の深刻な大気汚染が報道される中，西日本を中心とした PM2.5(微

小粒子状物質)の高濃度観測事例も発生しました． 

このような健康危機事案に対し，当研究所を含め公的検査機関は迅速かつ的確な対応が

できるよう，なお一層の危機管理体制の強化が求められています．これらを踏まえ，当研

究所では，今年度から環境衛生分野の検査において従来からの PM2.5(微小粒子状物質)の質

量濃度測定に加え，新たに成分分析検査を開始しました．また，保健衛生分野では，岐阜

県感染症情報センターの業務を県保健医療課から移管し，感染症に関する情報の収集・解

析・発信を行うとともに，感染症や食中毒など健康事象の疫学的調査研究に取り組んでい

くため機能強化を図っています． 

調査研究としては，産学官連携をより充実し，県民や企業などのニーズに沿った地域密

着型研究を中心に取り組んでいます．そのために，国の関係機関をはじめ，他の研究機関

との連携を強化し，最新の科学情報を収集するためのネットワークの構築に努めています． 

当研究所の調査研究・検査業務は，高い専門性と高度な技術レベルが求められています

が，近年の行財政環境の悪化により予算や人員確保が困難な中，いかに検査技術レベルを

維持向上させつつ，新しい分野に踏み出していくかなど，課題は山積しております．職員

一同，課題解決に向け，なお一層努力しなければならないと痛感しております． 

今後とも，県民が健康で安心して暮らせる環境の実現を目ざし，職員一人一人が，日々

技術研鑽に努めて参ります． 

ここに平成 24 年度の研究成果と業務概要を取りまとめましたので，何とぞ御高覧の上，

御意見，御指導を賜れば幸甚に存じます． 

 

平成 26 年 1 月 

岐阜県保健環境研究所 

                              所長 緒 方 勇 人 
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 論  文  

LC-MS/MSによるキノコ及び魚介類の中毒成分迅速分析法 

多田裕之，南谷臣昭，神山恵理奈，河村 博* 

要  旨 

キノコ中毒成分であるムスカリン，ムシモール，魚介類の中毒成分であるヒスタミン，カダベリン，チ

ラミン，テトラミンについて，ポリマーベースで両性イオン官能基を有するカラムを用いた親水性相互作

用クロマトグラフィー（HILIC）により，またキノコ中毒成分であるイルージンS，α-アマニチン，β-ア

マニチン，ファロイジンについて，ODSカラムを用いた逆相クロマトグラフィーにより，LC-MS/MSで分

析できる方法を確立した．キノコ中毒成分については，1.5％(v/v)トリフルオロ酢酸／アセトニトリルで抽

出し，C18 ミニカラムで精製した．魚介類の中毒成分は，1.5％(v/v)トリフルオロ酢酸／アセトニトリル

（15：85）で抽出し，0.05％(v/v)トリフルオロ酢酸含有 水／アセトニトリル（1：4）で20倍希釈した．

キノコ中毒成分（6種類）の検出限界は，0.0037～0.78 µg/gであり，魚介類中毒成分（4種類）の検出限界

は，0.038～2.0 µg/gであった． 

キーワード：ムスカリン，ムシモール，イルージンS，アマニチン，ヒスタミン，テトラミン，LC-MS/MS 

 

１ はじめに 

厚生労働省のキノコ種類別食中毒発生状況 1)によれ

ば，平成23年までの過去10年間におけるキノコ中毒

は，ツキヨタケ，クサウラベニタケ，カキシメジ，ド

クササコ，テングダケが事件数，患者数共に18種類中

上位5位を占めている．これに次ぐ上位6位にあるド

クツルタケの中毒では，3 人の死者が出ており，岐阜

県においても昭和63年と平成3年にこれによる中毒で

死者が出ている．また，魚介類のヒスタミンによる全

国の食中毒件数は，1998～2008 年の過去 11 年間にお

いて平均で年8件前後の届出数があり，2008年では大

規模な食中毒が複数確認されている 2)．更にチョウセ

ンボラ等のエゾバイ科エゾボラ属巻き貝のテトラミン

による食中毒も毎年のように発生している 3, 4)．    

これら中毒事例の多いキノコ及び重篤な被害を及ぼす

キノコの中毒成分のうち標準品が入手可能なツキヨタ

ケのイルージン S，クサウラベニタケのムスカリン，

テングダケのムシモール，ドクツルタケのアマニチン，

ファロイジンについて，また，魚介類のヒスタミン及

びヒスタミン中毒を増強させるといわれるカダベリン，

チラミン 2)，更にエゾボラ属巻貝のテトラミンについ

て迅速に検査出来る方法を検討した。 

キノコ中毒成分の分析法として，低分子で高極性の

ムスカリン及びムシモールについては，それぞれ

Chungら 5)のLC-MSを用いた方法及び角田ら 6)による

HPLC-UV を用いた方法，辻川ら 7, 8)による GC-MS，

LC-MS/MSを用いた方法等がある．イルージンSにつ

いては笠原ら 9)による LC-MS/MS を使用した分析法，

アマニチン，ファロイジンは石原ら 10)及び寺田ら 11)

による HPLC-UVを用いた方法等がある。中毒発生時

に，これらの分析法を用いて個別に分析すれば多くの

労力を必要とし，結果提出までに長時間を要すること

になる。健康被害を及ぼす中毒事案の場合は，素早い

対応により迅速に原因食品等を究明することが求めら

れるため，高極性成分であるムスカリン，ムシモール

についてはChungら 5)が採用している親水性相互作用

クロマトグラフィー（HILIC）により，またイルージ

ンS，アマニチン，ファロイジンについてはODSカラ

ムを用いた逆相クロマトグラフィー(RPC)により，そ

れぞれ一斉に LC-MS/MS で分析出来る簡便で迅速な

方法を検討した． 

ヒスタミン等の不揮発性腐敗アミンの分析法では，

日本薬学会編衛生試験法・注解(2010)に示された方法
12)，また竹内ら 13)による HPLC-FR を用いた方法があ

り，LC-MS/MSを使用した方法では伊藤ら 14)及び山本

ら 15)による分析法等がある．また，テトラミンの分析

では新藤ら16)によるLC-IC，伊藤ら3)によるLC-MS/MS

を使用した方法が報告されている．キノコ中毒成分の

分析と同様に，これらの分析法により個別に分析すれ

ば長時間を要するため，中毒事案に素早く対応出来る

岐阜県保健環境研究所：504-0838 岐阜県各務原市那加不動丘1-1 

* 元 岐阜県保健環境研究所 
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ように，ヒスタミン，カダベリン，チラミン，テトラ

ミンを一斉分析できる簡便で迅速な方法を検討した．

これら4種類の成分はキノコのムスカリン，ムシモー

ルと同様高極性成分であるため，測定についてはムス

カリン，ムシモールと同一のLC条件で一斉にMS/MS

測定出来る方法を検討した． 

 

２ 実験方法 

2.1 試料 

添加回収用試料として，市販のブナシメジ，エリン

ギ，シイタケ，キハダマグロ，シオサバ，アワビ，サ

ザエを用いた． 

2.2 試薬，標準溶液 

標準品：和光純薬工業株式会社製 生化学用ファロ

イジン，特級ヒスタミン二塩酸塩，食品分析用チラミ

ン二塩酸塩，食品分析用カダベリン二塩酸塩，生化学

用ムシモール，生化学用ファロイジン，シグマアルド

リッチ社製 α-アマニチン（タマゴテングタケ抽出品），

β-アマニチン（タマゴテングタケ抽出品），(±)ムス

カリンクロリド水和物を用いた．イルージンSは山形

県衛生研究所より入手したツキヨタケ抽出品 10 mg/L

メタノール溶液を用いた． 

標準溶液：アマニチン，ファロイジンは標準品をメ

タノールに溶解し100 mg/Lの標準原液を調製した．こ

れら標準原液及びツキヨタケ10 mg/Lメタノール溶液

を，5 mmol/L 酢酸アンモニウム／同含有メタノール

（1：1）に溶解し標準溶液を調製した．他の標準品に

ついては，水／メタノール（1：1）に溶解し500 mg/L

の標準原液を調製し，これを0.05％(v/v)トリフルオロ

酢酸含有 水／アセトニトリル（1：4）で希釈して標準

溶液を調製した． 

 その他の試薬等：和光純薬工業株式会社製 特級ア

セトニトリル（抽出，精製に使用），LC/MS用アセト

ニトリル（LC-MS/MS移動相に使用），特級メタノー

ル，特級トリフルオロ酢酸(TFA)，LC/MS用ギ酸，特

級ギ酸アンモニウムを用いた． 

 メンブランフィルター：ミリポア社製 

MILLEX-LG SLLG H13 NL 孔径0.2 mを用いた． 

C18ミニカラム：アジレントテクノロジー社製 Bond 

Elut LRC-C18 500 mg            

ホモジナイザー：マイクロテックニチオン社 ヒス

コトロンNS50（ジェネレーターNS-10 外径10.5 mm） 

2.3  LC-MS/MS装置及び測定条件 

2.3.1  LC条件①（ムスカリン，ムシモール，ヒスタ

ミン，カダベリン，チラミン，テトラミン） 

装置：アジレントテクノロジー社製 1200LC(SL)，

分析カラム：メルク社製 SeQuant ZIC-pHILIC 2.1φ

×150 mm 5 m粒子径，移動相：A液=50 mmol/L ギ酸

アンモニウム（ギ酸でpH 3.2に調整） B液=アセトニ

トリル B液％=90―(15分)→40(10分間保持)，流速：

0.2 mL/min，カラム温度：40℃，注入量：5 L  

2.3.2 LC 条件②（アマニチン，ファロイジン，イル

ージンS） 

装置：アジレントテクノロジー社製 1200LC(SL)，

分析カラム：インタクト社製  Cadenza CD-C18 

2.0φ×150 mm 3.0 m粒子径，移動相：A液=5 mmol/L 酢

酸アンモニウム B 液=5 mmol/L 酢酸アンモニウム含

有メタノール B 液％=10―(25 分)→100(5 分間保持)，

流速：0.2 mL/min ，カラム温度：40℃，注入量：5 L 

2.3.3 MS/MS条件 

装置：AB SCIEX社製 API4000 QTRAP，イオン化

モード：ESI Posi，Ion Spray Voltage：5500 V，Turbo Spray 

Temp.及びMRMパラメータ：表1に示した． 

 

2.4 試料溶液の調製 

2.4.1 キノコ 

試料がキノコの場合における試料溶液の調製法に

ついて図１に示した．試料5.0 gをディスポーザブルの

50 mL目盛付ポリプロピレン製遠沈管に採り，抽出溶

媒1.5％(v/v)TFA／アセトニトリル（1：9）30 mLを加

え，外径10.5 mmの回転刃を使用してホモジナイズし

た．次に同抽出溶媒で50 mLに定容し，これを攪拌し

て 10 分間静置し，毎分 3,000 回転で 10 分間遠心分離

を行った．この上澄液2.0 mLを，アセトニトリル8 mL，

水／アセトニトリル（1：9）2 mL で前処理した C18

ミニカラムに通し，次に水／アセトニトリル（1：3）

2.0 mLで溶出した．通過液，溶出液を合わせ，水／ア

セトニトリル(1：3)で5.0 mLに定容し，0.2 m孔径の

メンブランフィルターでろ過を行う．これをムスカリ

ン，ムシモール測定用試料溶液とした． 

先の上澄液を採り，前記と同様にC18ミニカラム処

理を行い，その通過液，溶出液を合わせて40℃で減圧

濃縮を行い，アセトニトリルを除去した．残渣にアマ

ニチン等測定用移動相A／B（1：4）溶液を加えて2.0 

Analyte
Turbo
spray
temp.(℃)

Q1
(m/z)

Q3
(m/z)

DP
(V)

CE
(V)

muscarine 174 57 46 33

muscimol 115 98 51 17

illudin S 265 217 71 13

α -amanitin 919 86 136 127

β -amanitin 920 86 146 123

phalloidin 789 753 116 29

histamine 112 95 46 21

cadaverine 103 86 36 15

tyramine 138 121 41 13

tetramine 74 58 41 31

600

400

表　１　MRM パラメータ

600
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mLに定容し，0.2 m孔径のメンブランフィルターで

ろ過を行った（フィルターが詰まる場合は毎分 3,000

回転で遠心してからろ過した）．これをアマニチン，フ

ァロイジン，イルージンS測定用試料溶液とした． 

2.4.2 魚介類 

試料が魚介類の場合における試料溶液の調製法に

ついて図2に示した．試料2.0 gをディスポーザブルの

50 mL目盛付ポリプロピレン製遠沈管に採り，抽出溶

媒 1.5％(v/v)TFA／アセトニトリル（15：85）30 mL

を加えてキノコと同様にホモジナイズし，次に同抽出

溶媒で 50 mLに定容した．これを攪拌して 10分間静

置し，毎分3,000回転で10分間遠心分離を行った．こ

の上澄液1.0 mLに0.05％(v/v)TFA含有 水／アセトニ

トリル（1：4）を加えて20 mLに定容し，0.2 m孔径

のメンブランフィルターでろ過を行った．これをヒス

タミン，カダベリン，チラミン，テトラミン測定用試

料溶液とした． 

 

 ３ 結果および考察 

3.1 高極性成分LC測定条件 

3.1.1 LC条件 

ムスカリン，ムシモール，ヒスタミン，カダベリン，

チラミン，テトラミンは低分子でかつ第四級アンモニ

ウム化合物又は第一級アミンであるため，極性の高い

成分である．このような高極性成分はそのままではLC

分析で汎用されるODSカラムでの測定は難しいため，

誘導体化あるいはイオンペアー試薬を用いて分析を行

う例が多いが，操作法が複雑となり結果を得るのに長

時間を要し，またイオンペアー試薬の使用は感度低下

や装置を汚染すること 17)が知られている．近年，HILIC

により高極性成分を分析する方法が用いられており 3, 

5, 14)，著者らはこの方法を用いて誘導体化等の煩雑な処

理をすることなく分析出来る方法を検討した． 

HILIC で使用するカラムは多くの種類が市販されて

いるが，シリカベースのカラムであると基材上の残存

シラノール基とのイオン交換相互作用により，ピーク

のテーリングが発生する場合がある 18)．今回対象の測

定成分は，分子が小さいため残存シラノールと接近し

易いと考えられ，特にテーリングによる支障が出る可

能性が高いと考えられる．また，NH2カラムのような

イオン交換基を有する固定相の場合，イオン交換相互

作用の関与が大きくなりピーク形状が悪くなる場合が

ある 18)．そこで今回はポリマーベースで，かつ電荷的

に中性である両性イオンを官能基に持つ ZIC-pHILIC

カラムを用いることとした． 

移動相は，50 mmol/Lギ酸アンモニウムとアセトニ

トリルによるグラジエント分析を行ったが，50 mmol/L

ギ酸アンモニウムの pH をギ酸により 3.0，3.2，3.5，

4.0と変えて測定したところ，各成分の感度が変動した．

pH 4.0とするとヒスタミンの感度はpH 3.2に比して倍

程度となったが，今回対象とした成分のうち最も感度

が低いのはムシモールであり，この感度が最良となっ

たpH 3.2を選択した． 

3.1.2 試料溶液組成 

各成分のピーク形状が最良となる試料溶液の水と

試料採取 ・2.0 g
・50 mLﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞﾌﾞﾙ遠沈管
　（目盛り付き）

抽　出 ・1.5 ％(v/v) TFA／ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
     (15:85) 30mL

・ホモジナイズ

メスアップ ・抽出溶媒で50 mLとする

静置 ・撹拌し10分間

遠心分離 ・3000rpm, 10分間

希　釈 ・上澄液 1.0 mL
・0.05％(v/v)TFA含有

水／ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(1：4)
・20 mLとする

ろ　過 ・0.2μ m

図２　試料溶液の調製方法（魚介類）　

試料採取 ・5.0 g
・50 mLﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞﾌﾞﾙ遠沈管
　（目盛り付き）

抽　出 ・1.5 ％(v/v) TFA／ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(1:9) 30mL

・ホモジナイズ

メスアップ ・抽出溶媒で50 mLとする

静置 ・撹拌し10分間

遠心分離 ・3000rpm, 10分間

ﾐﾆｶﾗﾑ処理 ・上澄液 2.0 mL
・C18ﾐﾆｶﾗﾑ
[ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ8mL,水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(1:9)2mL
 ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ]
・水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(１:３) 2.0 mL溶出

メスアップ ・通過液、溶出液
・水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(１:３)で5.0 mLとする

ろ　過 ・0.2μ m
(ﾑｽｶﾘﾝ、ﾑｼﾓｰﾙ測定試料溶液)

ﾐﾆｶﾗﾑ処理 ・上記と同様操作

減圧濃縮 ・通過液、洗浄液
・40℃
・ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙを除去

メスアップ ・移動相A/B(1:４)
・2.0 mL

ろ　過 ・0.2μ m

(ｲﾙｰｼﾞﾝS、α -ｱﾏﾆﾁﾝ、β -ｱﾏﾆﾁﾝ、
 ﾌｧﾛｲｼﾞﾝ測定用試料溶液)

図　１　試料溶液の調製方法（キノコ）
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アセトニトリルの比を求めるため，0.05％TFA を含有

した水／アセトニトリル（1：9），同（1：4），同（1：

1）溶液で標準溶液を作成しピーク形状を比較したとこ

ろ，早い時間に溶出するムスカリン，チラミン，テト

ラミンでは（1：1）溶液より（1：4）溶液がシャープ

なピーク形状となり，（1：9）溶液ではムスカリンでテ

ーリングが見られた（図3）．よって，水とアセトニト

リルの比率は1：4とした． 

3.2 イルージンS等 LC測定条件 

3.2.1 LC条件 

イルージンS，α-アマニチン，β-アマニチン，ファ

ロイジンについては，ODS カラムを用いた RPC で測

定した．迅速に分析出来るように，ルーチンの農薬分

析でLC-MS/MS装置に設置してあるカラム，移動相を

そのまま用いることとし，カラムはCadenza CD-C18，

移動相は 5 mmol/L 酢酸アンモニウムと同含有メタノ

ールのグラジエント法とした．β-アマニチンは分子量

は大きいが環状ペプチド構造であり，かつカルボキシ

ル基を持つ水溶性の高い成分で，初期有機溶媒濃度が

20％以上ではピーク形状がブロードであったが，10％

ではシャープなピーク形状となった．また，α-アマニ

チンとβ-アマニチンの分子量の差は 1 であり，β-ア

マニチン測定時にα-アマニチンの同位体も測定され

ることや，今回使用した四重極質量分析計の場合，α-

アマニチン測定条件で測定するとβ-アマニチンの一

部も測定される（この逆もある）ため，2 つのピーク

は完全に分離している必要がある．今回の LC 条件で

は，完全に分離して測定することが出来た． 

3.2.2 試料溶液組成 

水溶性の高いβ-アマニチンは，0.05％ TFA含有 水

／アセトニトリル混液ではピーク形状がダブルピーク

となったため，移動相のA液／B液（1：1）溶液で標

準溶液を作成したところ，シャープなピークとなった

（図4）． 

3.3 抽出，精製 

3.3.1 キノコ 

ムスカリン，ムシモールのような低分子成分を分析

する場合タンパク質が障害となる．そのため抽出液に

TFA溶液とアセトニトリルの混液を用いて，抽出と同

時に除タンパクを行った．これを遠心分離し，上澄液

の一部を採って，油分等の夾雑成分を除去するため

C18 ミニカラムに通した．また，最終溶液の水，アセ

トニトリルの組成が約1対4となるように，溶出液及

びメスアップ液を水／アセトニトリル（1：3）とした． 

アマニチン，ファロイジン，イルージンSは，前記

の上澄液の一部を採り，ムスカリン，ムシモールと同

様にC18ミニカラム処理を行った．この通過液，洗浄

液を合わせて減圧濃縮でアセトニトリルを除去し，最

終溶液の移動相A液，B液組成が約1対1となるよう

に移動相A液／B液（1：4）で定容した．また，対象

成分が高濃度に含有され，かつより迅速性が要求され

る場合は，ムスカリン，ムシモール試料のC18処理後

5.0 mLメスアップ溶液から2.0 mLを採り，減圧濃縮

して移動相A液／B液（1：4）で 2.0 mLに定容した

ものを試料溶液としても良い． 

3.3.2 魚介類 

キノコと同様の方法で抽出操作を行い，添加回収試

験を実施したところ，回収率が低く除タンパクが不完

全であったと考えられた．そこで試料量を2.0 gに減ら

し，更に抽出液を 1.5％(v/v)TFA／アセトニトリル

（15：85）としてTFA溶液の割合を増加させた． 

3.4 MS/MSクロマトグラム 

ムスカリン，ムシモールについては，次項の添加回

収試験で調製したブナシメジの試料溶液，ヒスタミン，

カダベリン，チラミン，テトラミンについては，同キ

ハダマグロの試料溶液を MS/MS 分析して得られたク

ロマトグラムを図5に示す．ムシモールは感度が低い

がシャープなピークであり，ヒスタミンはピーク幅が

多少広いが測定には問題ないと考えられた．他のピー

クについても，夾雑成分の影響のない良好なクロマト

グラムが得られた． 

イルージンS，α-アマニチン，β-アマニチン，ファ

ロイジンについては，次項の添加回収試験で調製した

ブナシメジの試料溶液各を MS/MS 分析して得られた

クロマトグラムを図6に示す．α-アマニチン測定時に

β-アマニチンが，β-アマニチン測定時にα-アマニチ

ンも測定されるが，2 つのピークは完全に分離してお

り，測定上支障となることはなかった．他のピークに

ついても，夾雑成分の影響のない良好なクロマトグラ

ムが得られた． 

 

0.05% TFA 含有

水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ（１：１）
移動相(１：１）

図４ 試料溶液組成による β－アマニチンのクロマトグラム

0.05% TFA 含有

水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

（１：１）

0.05% TFA 含有

水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

（１：４）

0.05% TFA 含有

水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

（１：９）

図３ 試料溶液組成によるムスカリンのクロマトグラム
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3.4 添加回収試験 

ムスカリン，ムシモールは25 gを，α-アマニチン，

β-アマニチン，ファロイジンは10 gを市販のブナシ

メジ，エリンギにそれぞれ3試料ずつ添加した．イル

ージンSは2.0 gを市販のシイタケに同じく3試料ず

つ添加した．表2に示すように，エリンギのムシモー

ルは 80％台の平均回収率であったが，他は 93.1～

103.2％であり良好な結果であった． 

ヒスタミン，カダベリン，チラミンは100 gをキハ

ダマグロ，シオサバに，テトラミンは100 gをアワビ，

サザエにそれぞれ3試料ずつ添加した（サザエのみ内

蔵と筋肉混合試料，他は筋肉）．表3に示すように平均

回収率は97.5～105.3％であり，良好な結果であった． 

 

3.5 検出限界 

S/N=3 による検出限界は，キノコ中毒成分で 0.0037

～0.78 g/gであり，最も感度が低かったのはムシモー

ルであった（表4）．ツキヨタケのイルージンS及びド

クツルタケのα-アマニチン，β-アマニチン，ファロ

イジンは、数～数百 g/g含有され 9, 11)，またベニテン

グタケ中のムシモールは乾燥試料で数十 g/g 含有さ

れる 6)という報告がある．ムスカリン，ムシモールを

除く中毒成分は測定上十分な感度が得られたと考えら

れるが，ムシモールについては，検出は可能であるが

定量は困難な場合も考えられる．ただ，同じ中毒成分

のイボテン酸は加熱により容易に脱炭酸してムシモー

ルに変化する 6, 7, 19)ため，加熱調理品ではムシモール含

量が高くなっている可能性がある．ムスカリンについ

ては，含有量の報告は見あたらなかったが，今回対象

としたキノコ中毒成分の中で最も感度良く分析するこ

とができた． 

魚介類のヒスタミン，チラミン，カダベリン，テト

ラミンのS/N=3による検出限界は，0.038～2.0 g/gで

あった（表4）．これらのヒスタミン，チラミン，カダ

ベリンの中毒時における含有量は，数百～数千 g/g

In
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Max 2.6e4
muscimol

10.97

In
te

n
si

ty
,c

p
s

Max 4.2e5

hystamine

16.82

In
te

n
si

ty
,c

p
s

Max 1.4e5
19.17

cadaverine

In
te

n
si

ty
,c

p
s

Max 3.2e5
8.44

tyramine

In
te

n
si

ty
,c

p
s

Max 1.2e6
5.55

tetramine

time, min

time, min

time, min

time, min

time, min

time, min

図５ 高極性成分クロマトグラム
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Max 3.0e3
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Max 1.1e3
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α-amanitin
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,c
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s

Max 1.4e3
11.28

β-amanitin
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Max 6.8e3

phalloidin

17.23
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図６ イルージンＳ等クロマトグラム

毒成分 ﾌﾞﾅｼﾒｼﾞ ｴﾘﾝｷﾞ ｼｲﾀｹ

平均値 93.1 94.0 ―

CV 4.1 1.9 ―

平均値 94.1 80.2 ―

CV 6.2 4.7 ―

平均値 ― ― 99.1

CV ― ― 6.3

平均値 103.2 96.8 ―

CV 1.0 6.2 ―

平均値 99.3 100.5 ―

CV 0.6 1.5 ―

平均値 99.8 99.0 ―

CV 1.5 3.6 ―
（添加量：ﾑｽｶﾘﾝ、ﾑｼﾓｰﾙは25μg、ｲﾙｰｼﾞﾝSは2.0μg、他は10μg）

ﾌｧﾛｲｼﾞﾝ

      表２　キノコ添加回収試験（％）(n=3)

ﾑｽｶﾘﾝ

ﾑｼﾓｰﾙ

ｲﾙｰｼﾞﾝ S

α-ｱﾏﾆﾁﾝ

β-ｱﾏﾆﾁﾝ

ｷﾊﾀﾞ
ﾏｸﾞﾛ

ｼｵｻﾊﾞ ｱﾜﾋﾞ ｻｻﾞｴ

平均値 99.8 99.6 ― ―

CV 2.5 2.0 ― ―
平均値 100.4 99.8 ― ―

CV 2.8 1.0 ― ―
平均値 101.0 97.5 ― ―

CV 1.0 0.9 ― ―
平均値 ― ― 105.3 98.8

CV ― ― 4.7 2.4

(添加量：100 μg)

ﾁﾗﾐﾝ

ﾃﾄﾗﾐﾝ

        表３ 魚介類添加回収試験(％)  (n=3)

毒成分

ﾋｽﾀﾐﾝ

ｶﾀﾞﾍﾞﾘﾝ
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の濃度になると考えられ 12, 15)，またテトラミンは，エ

ゾボラ属巻貝の唾液腺で数百～数千 g/g，可食部で数

十～数百 g/g 含有されるという報告があり 20)，測定

に十分な感度が得られたと考えられる． 

 

４ まとめ 

１ キノコ中毒原因成分のうち，ツキヨタケのイルー

ジンS，クサウラベニタケのムスカリン，テングダケ

のムシモール，ドクツルタケのα-アマニチン，β-ア

マニチン，ファロイジンについて，LC-MS/MSにより

迅速に分析出来る方法を検討した．また，魚介類の中

毒成分であるヒスタミン，カダベリン，チラミン，テ

トラミンについても同様に，LC-MS/MSにより迅速に

分析出来る方法を検討した． 

２ キノコ中毒成分は，1.5％(v/v)TFA／アセトニトリ

ル（1：9）で抽出し，C18ミニカラムに通して精製し

た．魚介類中毒成分は1.5％(v/v)TFA／アセトニトリ

ル（15：85）で抽出し，0.05％(v/v)TFA含有 水／ア

セトニトリル（1：4）で20倍希釈した． 

３ ムスカリン，ムシモール，ヒスタミン，カダベリ

ン，チラミン，テトラミンは，ポリマーベースで両性

イオン官能基のカラムを使用したHILICにより分析し

た．イルージン S，アマニチン，ファロイジンについ

ては，C18カラムを使用したRPCにより分析した． 

４ ムスカリン，ムスモール，α-アマニチン，β-ア

マニチン，ファロイジンは市販のブナシメジ，エリン

ギに，イルージンSは市販のシイタケにそれぞれ３試

料ずつ添加し，平均回収率を求めたところ，エリンギ

のムシモールは80％台であったが，他は93.1％以上で

あった．また，ヒスタミン，カダベリン，チラミン，

はキハダマグロ，シオサバに，テトラミンはアワビ，

サザエにそれぞれ3試料ずつ添加し，平均回収率を求

めたところ，97.5％以上であった． 

５ 2種類のキノコ中毒成分と4種類の魚介類中毒成

分についてはHILICにより，4種類のキノコ中毒成分

はRPCにより迅速にLC-MS/MSで分析出来る方法を

確立した．これにより，中毒発生時の迅速な行政対応

に寄与できると考えられる． 
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Simultaneous Rapid Analysis of Toxins in Poisonous Mushrooms and 

Seafood by LC-MS/MS 

Hiroyuki TADA, Tomiaki MINATANI, Erina KOHYAMA, Hiroshi KAWAMURA 

Gifu Prefectural Research Institute for Health and Environmental Sciences: 

1-1, Naka-fudogaoka, Kakamigahara, Gifu 504-0838, Japan 

 

Summary 

Rapid analytical methods were developed to analyze 10 toxins in poisonous mushrooms and seafood. Muscarine, 

muscimol, illudin S, α-amanitin, β-amanitin and phalloidin in poisonous mushrooms were extracted with 30 mL of 

1.5 %(v/v) trifluoroacetic acid－acetonitrile(1:9) from 5 g sample and the extract was diluted to 50 mL with the 

extractant. The solution was centrifuged and the supernatant was passed through a C18 mini-column. Histamine, 

cadaverine, tyramine and tetramine in seafood were extracted with 30 mL of 1.5 %(v/v) trifluoroacetic acid－

acetonitrile (15:85) from 2 g sample and the extract was diluted to 50 mL with the extractant. The solution was 

centrifuged and the supernatant was diluted 20-fold with water-acetonitrile (1:4) which contained 0.05 %(v/v) 

trifluoroacetic acid. Muscarine, muscimol, histamine, cadaverine, tyramine and tetramine were analyzed by hydrophilic 

interaction liquid chromatography(HILIC) with ZIC-pHILIC and tandem mass spectrometry. Illudin S, α-amanitin, 

β-amanitin and phalloidin were analyzed by reversed phase liquid chromatography with an ODS column and tandem 

mass spectrometry. The detection limits (S/N=3) of 6 toxins in poisonous mushrooms were 0.0037-0.78 g/g and those 

of 4 toxins in seafood were 0.038-2.0 g/g. 

Keywords: muscarine, muscimol, illudin S, amanitin, histamine，tetramine，LC-MS/MS 
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 論  文  

岐阜県の大気汚染状況 

林弘一郎，岡 隆史，三原利之，原 信行，田中 耕，岡 正人，佐々木正人，鈴木崇稔，金森信厚，高島輝男 

要  旨 

岐阜県大気汚染常時監視システムによる自動収集データを基に，岐阜県の大気汚染状況について解析し

た．経年変化において，光化学オキシダント(Ox)は増加傾向にあり，窒素酸化物(NOx), 浮遊粒子状物質

(SPM)及び二酸化硫黄(SO2)は減少傾向にある．平成24年度は，月平均値において，NOxは冬に高く，夏に

低かった．Ox は春に高く，11～12月に最低となった．また，SPM，微小粒子状物質(PM2.5)及びSO2は春

夏に高く，冬に低かった．経時変化において，Oxは7時頃に最低，15時頃に最高となった．NOx，SPM及

びPM2.5は朝ラッシュ及び夕ラッシュ以降にピークとなった．SO2は昼頃から20時頃までのブロードなピー

クになった．週内変化において，火～金曜日にNOx，SPM，PM2.5及びSO2が高かった．岐阜県各地域にお

ける大気汚染物質の高濃度は，地域内汚染だけでなく，大陸からの偏西風，伊勢湾からの海風及び県内外

の風による移流との複合によって起きる可能性がある．  

キーワード：大気汚染，光化学オキシダント，窒素酸化物，浮遊粒子状物質，微小粒子状物質 

  

１ はじめに 

中国の深刻な大気汚染状況によって，PM2.5及び越境

大気汚染が注目されている．国内ではPM2.5の健康影響

評価(循環器，呼吸器等の疾患)１），自動車の大気汚染物

質排出量２），サブミクロン粒子(PM1)３）等の研究が進め

られている．偏西風によって黄砂を含めた大気汚染物

質が中国，東南アジア等から越境汚染してくること，

また伊勢湾岸からの海風による越境汚染の可能性にお

いて，岐阜県は風下に位置し，バックグランドの押し

上げ及び数時間から3日間という高濃度エピソードが

岐阜県にもたらされているものと推定される．また，

気象の影響を含めて大気汚染物質濃度の1時間値のば

らつきは大きい．そこで，大気汚染防止法に基づき岐

阜県大気汚染常時監視システムにより自動収集した

データを基に，測定局別，年，月，曜日及び時刻の平

均値を用いて，岐阜県の大気汚染状況について報告す

る． 

２ 測定局と測定項目 

一般環境大気測定局として，一般8局(図2～7)は各務

原，羽島，大垣中央，美濃加茂，笠原(多治見市)，高

山，岐阜中央及び岐阜南部局とし，大垣南部，土岐，

瑞浪，中津川及び岐阜北部局を追加して一般13局(図1)

とする．また，自動車排出ガス測定局として，自排2

局(図2～7)は可児自排及び土岐自排局とし，大垣自排

及び岐阜明徳自排局を追加して自排4局(図1)とする．

一般局の光化学オキシダント(Ox)，一酸化窒素(NO)，

二酸化窒素(NO2)，窒素酸化物(NOx(=NO+NO2))，浮遊

粒子状物質(SPM)，微小粒子状物質(PM2.5)及び二酸化

硫黄(SO2)並びに自排局のNO，NO2，NOx，SPM及び

PM2.5の自動収集データ(確定値)を使用して解析した．

なお，大垣中央局のSPM装置故障による欠測(平成24

年10月4日8:00～12月5日11:00)は，南東約2㎞にある大

垣南部局のデータを代用した(図2～7)． 

 

３ 結果及び考察 

3.1 大気汚染物質の経年変化 

1983～2012年度の岐阜県における大気汚染物質の

経年変化を図1に示す．Oxは増加傾向，NO，NO2及び

NOxは2007年度から減少傾向，SPM及びSO2は減少傾

向にあるものと考えられる．環境省は，大気汚染防止

法に基づくばい煙規制，自動車排出ガス規制等により，

NO，NO2，NOx及びSPMの全国の年平均値は近年ゆる

やかな改善傾向にあるとしている4,5)．ただし，岐阜県

でも黄砂日等にSPMの1時間値が0.1mg/m
3を超えるこ

とがある． 

 

3.2 地域別の大気汚染状況 

Oxは，平成23年度に全国の一般局の99.5%が環境基

準の1時間最高値0.06ppmを超過し5)，岐阜県の全局も

超過した．岐阜県における測定局別の大気汚染物質の

年平均値(平成24年度)を図2に示す．年平均値ではOx

岐阜県保健環境研究所：504-0838 岐阜県各務原市那加不動丘1-1  
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は岐阜中央，大垣中央，各務原局で高く，都市域で高

いという状況になっている． 

NO，NO2及びNOxは自排局で高く，一般局で低かっ

た．NO2は，自排局では土岐自排が平成23年度全国平

均値(0.021ppm)
5)と同じで，可児自排は低かった．一般

局では，平成23年度全国平均値(0.011ppm)よりも岐阜

南部，大垣中央及び羽島局は高く，その他の局は低く，

美濃加茂局が最も低かった．一般局よりも自排局の方

がNO/NOx比が大きく，NO2/NOx比が小さかった． 

SPMは土岐自排及び大垣中央局が高かったが，岐阜

県全局とも平成23年度全国平均値(一般局0.020 mg/m
3

及び自排局0.022mg/m
3
)
5)以下であった．PM2.5の平成24

年度の年平均値は，岐阜県全局で環境基準の

0.015mg/m
3以下であり，全国平均値(一般局0.0154 

mg/m
3，自排局0.0161mg/m

3
)よりも低かった．SPM及び

PM2.5は土岐自排と大垣中央局でほぼ同じ高い値であ

り，PM2.5/SPM比が0.7と小さく，他局と比べてPM2.5

よりも大きな粒子の割合が高かった． 

SO2は，大垣中央，羽島，笠原及び各務原局が高く，

高山及び美濃加茂局は低く，これらの局は溶液導電率

法(高感度型)であり，全国年平均値(一般局0.002ppm)
5)

よりも高く，紫外線蛍光法の岐阜中央及び岐阜南部は

低かった．  

例外を除くと，地域毎の傾向はNOx，SPM，PM2.5

及びSO2でほぼ同じパターンになっている．Oxを含め

て，これらの傾向は，測定局の設置場所，周辺から数

km範囲の工場，施設，道路等の状況，測定器の種類等

からおおよそ説明できる． 

 

3.3 経月変化 

岐阜県における大気汚染物質の経月変化(一般局8局

及び自排2局の平成24年度平均値)を図3に示す．Oxは3

～6月に高く，5月に最高となり，8月まで減少したが，

10月に極大値があり，11～12月に最低となった．   

NOは6月に，NO2とNOxは8月に最低となり，12月前

後に最高となった(図3)．NO/NOx比は春に0.2，夏に0.3，

冬に0.4であり，NO2/NOx比は春に0.8，夏に0.7，冬に

0.6であった． 

国立環境研究所「大気環境月間値・年間値データの

閲覧」ウェブサイト6)を縦覧すると，SPMの全国各地

の平成23年度月平均値は5～6月のピークまたは7～8月

のピークと，10～11月の小さなピークという合計2～3

個のピークを持つ場合が多かった．同様に，岐阜県の

どの局のSPMも2～3個のピークがあり，全局平均値は

3～5月に高く，梅雨の6月に少し減少し，7月に最高と

なり，その後，徐々に減少していき秋から冬に低く，

12月に最低になった(図3)．月毎の合計降水量7)は5月に

少なく，7月に多かったが，SPMは5月よりも7月に高
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かった．                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

PM2.5も春高く，5月に最高となり，梅雨の6月に低

くなり，7月は少し高くなって，12月に最低になった(図

3)．8,7月はPM2.5/SPM比が小さく，気温が高い夏に

PM2.5よりも大きな粒子の割合が高かったことになる． 

SO2は春夏(3～8月)に高く，5月に最高となり，秋冬

に低く，12月に最低になった(図3)． 

概略としては， NOxは冬に高く，夏に低かった． Ox 

は春に，また，SPM，PM2.5及びSO2は春夏に高く，冬

に低かった． 

 

3.4 1週間の経時変化                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

岐阜県における大気汚染物質の1週間の経時変化(一

般8局及び自排2局の平成24年度平均値)を図4～6に示

す．Oxは7時頃の最低値の後，増加して15時頃に最高

値となり，翌朝まで徐々に減少した(図4)．土日曜日は，

Oxを分解しやすいNOが朝ラッシュ時に少ない(NO

ピークが小さい)ため，Oxの7時頃の減少が少ないので，

日平均値が大きく，土日曜日が高い弓型になったもの

と考えられる(図7)． 

高濃度日の例をあげると，平成24年7月28日は岐阜

県南部の全局で高濃度となり，Oxピークは15時に笠原

局で0.139ppm，羽島局で0.120ppm，17時に中津川局で

0.129ppmとなった．平成25年9月11日，Oxピークは15

時に笠原局で0.089ppm，15～16時に美濃加茂局で

0.100ppm，16時に各務原局で0.104ppm，18時に中津川

局で0.105ppmであり，他の局は17時以前に0.089ppm以

下のピークであった．平成25年5月の岐阜県南部は

0.09ppm以上のピーク時刻が15～18時であり，中津川

局は笠原局よりも1時間程度遅かった(Oxピークシフ

ト)．笠原局は中津川局の西南西に位置し，中津川では

日中に西寄りの風が吹いていることが多く，移流の可

能性がある．平成25年5月の全局において20時から翌朝

5時までにOxが度々上昇した．Oxは，気象によって，

岐阜県全域が高濃度になる場合と特定の地域のみ高濃

度になる場合がある． 

平成22年7月8日，気象庁｢過去の気象データ検索｣に

よると，名古屋市で15時に晴れ，31.1℃，11～24時に

南寄りの風，10～16時の平均日照時間は0.9時間/時間で

あり，美濃加茂市で15時に32.1℃，9～24時に南寄りの

風(13時のみ西風)，9～16時の平均日照時間は0.8時間/

時間であった7)．Oxピークは，南から北に向かって，

14時に国設名古屋大気環境測定所で0.124ppm，15時に

小牧高校測定局で0.128ppm，16時に犬山消防署測定局

で0.121ppm
8)，17時に美濃加茂局で0.110ppmと，Oxピー

クシフトがあった．  

NOxは2つのピークになった(図4)．まず，3時前後に
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極小となり，朝ラッシュの8時に1つめのピークとなり，

13時頃まで減少した後，徐々に増加し，夕ラッシュ以

降(20時頃)に2つめのピークとなって，翌朝まで徐々に

減少した．土日曜日の夜のピークが小さいため，翌日

のベースラインが低くなり，日月曜日の朝のピークは

小さい(図4)．逆に，月～金曜日の夜のピークが大きく，

翌日のベースラインが高いため，火曜日から金曜日ま

では朝のピークの方が大きく，土曜日も少し大きい．

そのため，日月曜日から上昇して，火～金曜日に高く，

土曜日に少し低くなるという山型になった（図7）．す

なわち，NOxは平日高く，土日曜日に低くなり，その

逆に，Oxは平日に低く，土日曜日に高かった．Oxと

NOxは山谷が逆転しており(図4,7)，一般的な低NOx高

Ox傾向であるものと考えられる． 

SPM及びPM2.5の平均値は，月～土曜日，朝ラッシュ

時に増加し，昼過ぎから増加して夕ラッシュ以降に最

高となった(図5)。土曜日の朝のピークは小さいが，夕

方以降のピークが大きく，日曜日の昼頃までの減少が

少ない．しかし，日曜日の夕方以降のピークが小さい

ため，月曜日の朝に1週間の最低となり，月曜日の日平

均値が低くなった(図7)ものと考えられる．結果的に，

火曜から金曜が高く，土～月曜日に低かった． 

PM2.5は，平成24年度，一般8局及び自排2局の全て

が環境基準値(日平均値0.035 mg/m
3
)を超過した．SPM

及びPM2.5は，高濃度が数日間続くことがあるが，そ

れらのほとんどは，気象庁黄砂観測日，環境省黄砂飛

来情報及びCFORS(国立環境研究所及び九州大学が提

供するライダーデータ)によると黄砂の可能性が高い． 

SO2は，5～6時に最低となり，昼頃から20時頃まで

のブロードなピークになった(図6)．日曜日の最高値が

低いため，月曜日の朝が最低となったものと考えられ

る．日平均値は，日曜日が最低で，月曜日から徐々に

増加して木曜日が最高となり，金曜日から日曜日にか

けて減少した(図7)． 

このように，Oxのピークシフト及び夜間の上昇，数

日間続くSPM及びPM2.5の高濃度，気象，測定局の位

置関係等を考慮すると，岐阜県各地域における大気汚

染物質の高濃度は，地域内汚染だけでなく，大陸から

の偏西風，伊勢湾からの海風及び県内外の風による移
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(時) 

-○- SPM 

-●- PM2.5 

(mg/m3) 

(mg/m3) 

(mg/m3) 

1 4 7 10 13 16 19 22

0.0020
0.0025
0.0030
0.0035
0.0040
0.0045

1 4 7 10 13 16 19 22 1 4 7 10 13 16 19 22

1 4 7 10 13 16 19 22

0.0020
0.0025
0.0030
0.0035
0.0040
0.0045

1 4 7 10 13 16 19 22 1 4 7 10 13 16 19 22

1 4 7 10 13 16 19 22

0.0020
0.0025
0.0030
0.0035
0.0040
0.0045

水曜日 木曜日 金曜日

土曜日

日曜日 月曜日 火曜日

-＋- SO2 

(時) 

(mg/m
3
) 

(mg/m
3
) 

(mg/m
3
) 

図６ 岐阜県におけるSO2の1週間の経時変化 

（平成24年度一般8局及び自排2局） 

 

 (ppm) 

 (ppm) 

 (ppm) 

(m
g/

m
3 ) 

(m
g/

m
3 ) 

(p
pm

) 

日 月 火 水 木 金 土
0.000

0.005

0.010

0.015

0.020

0.025

0.030

0.035

日 月 火 水 木 金 土
0.011

0.013

0.015

0.017

日 月 火 水 木 金 土
0.0032

0.0034

0.0036

0.0038

△NOx 
□NO2 

■NO 

▲Ox 

○SPM 

●PM2.5 

＋SO2 

図７ 岐阜県における曜日別の大気汚染物質の

平均値（平成24年度一般8局及び自排2局） 

(p
pm

) 



岐阜県保健環境研究所報 第 21 号（2013） 

- 12 - 

流との複合によって起きる可能性があるものと考えら

れる．すなわち，岐阜県の大気汚染は複雑であり，1

日のみ高濃度になる場合，地域内汚染の拡散が少なく

て長期化する場合，地域内汚染に移流が加わって複数

の波あるいはブロードな波となる場合等が考えられる． 

 

４ まとめ 

岐阜県の大気汚染状況について次のことがわかっ

た．  

(1) 経年変化において，Oxは増加傾向にあり，NO, 

NO2, NOx, SPM及びSO2は減少傾向にある． 

(2) 月平均値において，NO，NO2及びNOxは冬に高

く，夏に低かった．Oxは春に高く，11～12月に最

低となった．また，SPM，PM2.5及びSO2は春夏

に高く，冬に低かった． 

(3) 経時変化において，Oxは7時頃に最低，15時頃に

最高となった．NO，NO2，NOx，SPM及びPM2.5

は朝ラッシュ及び夕ラッシュ以降にピークとな

った．SO2は昼頃から20時頃までのブロードな

ピークになった． 

(4) 週内変化において，火～金曜日にNO，NO2，NOx，

SPM，PM2.5及びSO2が高かった． 
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Air Pollution in Gifu Prefecture 

Koichiro HAYASHI, Takashi OKA, Toshiyuki MIHARA, Nobuyuki HARA, Tagayasu TANAKA, Masato OKA,  

Masato SASAKI, Takatoshi SUZUKI, Nobuatsu KANAMORI, Teruo TAKASHIMA  

Gifu Prefectural Research Institute for Health and Environmental Sciences: 
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Summary 

We researched the concentration of air pollutants in Gifu Prefecture. Ozone as a photochemical oxidant (Ox) has 

increased since 1993. Nitrogen oxide (NOx) has decreased since 2005, the suspended particulate matter (SPM) since 

1985, and sulfur dioxide (SO2) since 1989. SPM is a little smaller than PM10. The monthly average of NOx was high in 

winter and low in summer. Ox was high in spring and low in November and December. SPM, PM2.5 and SO2 were 

high in spring and summer and low in winter. Ox was low at around 7:00 and high at around 15:00. The peaks of NOx, 

SPM and PM2.5 were in the morning rush hour and after the evening rush. The broad peak of SO2 was from about 

noon until 20:00. NOx, SPM, PM2.5 and SO2 were high from Tuesday to Friday. The local air pollutions and/or the 

advection by the sea breezes from ISE Bay and the westerlies from the Asian continent probably caused the high 

concentration of air pollutants in Gifu Prefecture. 

Keywords: air pollution, photochemical oxidant, nitrogen oxide, PM2.5, particulate matter.   
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 論  文  

LC-MS/MSによる蜂蜜中の動物用医薬品の一斉分析 

南谷臣昭，中村昌司，永井宏幸，大塚公人，後藤黄太郎 

要  旨 

蜂蜜中に残留する動物用医薬品 36 成分の一斉分析法を開発し，妥当性評価を行った．蜂蜜試料を

Na2EDTA含有のトリス塩酸緩衝液（pH 7.5）に溶解し，ジビニルベンゼン－N－ビニルピロリドン共重合

体ミニカラム（Oasis HLB plus）による固相抽出を行った．ミニカラムからアセトニトリルで医薬品成分を

溶出後，水で 10 倍希釈することで試験溶液を調製し，LC-MS/MS により分析した．本法は感度が高く，

検出限界はいずれの動物用医薬品でも1 ng/g以下となった．添加濃度0.01 g/gで，3種類の蜂蜜（アカシ

ア，オレンジ，マヌカ蜂蜜）により本法の妥当性評価を実施したところ，アカシア蜂蜜では 36 成分中 32

成分で厚生労働省通知のガイドラインの目標値を満たした．本法を用い，アカシア，レンゲ，クローバー

といった比較的夾雑成分の少ない市販の蜂蜜16製品について実態調査を行ったところ，複数の製品からシ

プロフロキサシンやノルフロキサシンといった成分がごく微量検出された． 

キーワード：蜂蜜，動物用医薬品，LC-MS/MS，妥当性評価，ニューキノロン 

 

１ はじめに 

ミツバチの主な病気は，蜂児の細菌性感染症である

腐蛆病や，ミツバチヘギイタダニの寄生によるバロア

病といった病気が知られている．これらの疾病予防と

して現在国内で使用が認められている動物用医薬品は，

抗生物質のミロサマイシンを主成分とするアピテン，

殺ダニ剤のフルバリネート，アミトラズを主成分とす

るアピスタン，アピバールの3種のみである．しかし，

国内に流通する蜂蜜の大半が輸入蜂蜜を原材料とする

ものであり，近年輸入蜂蜜中の動物用医薬品による食

品衛生法違反の例が数多く報告されている． 

蜂蜜中に残留する動物用医薬品の LC-MS/MS によ

る分析法については，テトラサイクリン系抗生物質や

サルファ薬といった特定の分類の抗生物質，抗菌剤を

対象とするグループ試験法 1-8)が開発されているが，近

年，複数の分類にわたる成分を同時に分析する方法も

開発されている 9, 10)． 

今回我々は，テトラサイクリン系抗生物質 3 成分，

β－ラクタム系抗生物質4成分，マクロライド系2成

分，サルファ薬14成分，キノロン系抗菌薬11成分，

その他2成分（トリメトプリム，オルメトプリム）の

合計 36成分を対象に，簡易な前処理とLC-MS/MSに

よる高感度分析を組み合わせた迅速・簡便な分析法を

開発し，厚生労働省通知 11)に基づく妥当性評価を行っ

た．また，本法により，アカシア，レンゲ，クローバ

ーといった比較的夾雑成分の少ない市販の蜂蜜 16 製

品について実態調査を行ったので報告する． 

 

２ 実験方法 

2.1 試料 

添加回収用試料として，中国産アカシア蜂蜜，メキ

シコ産オレンジ蜂蜜，ニュージーランド産マヌカ蜂蜜

を用いた．これらの蜂蜜は事前に，分析対象とする動

物用医薬品成分が検出されないことを確認して用いた．

市販蜂蜜の実態調査には，岐阜県内の小売店で販売さ

れていた16製品を用いた． 

2.2 試薬および標準品 

動物用医薬品標準品：和光純薬工業（株）製の高速

液体クロマトグラフ用，関東化学（株）製の食品分析

用およびDr. Ehrenstorfer社製の残留農薬試験用を用い

た．ミロサマイシン標準品は川崎三鷹製薬（株）販売

（旭化成ファーマ（株）製）の標準品（純度 91.4%）

を用いた． 

各標準品を1,000 g/mLあるいは100 g/mLとなる

ようにメタノールで希釈して標準原液を調製した．シ

プロフロキサシンおよびオキソリン酸はメタノールに

対する溶解性が悪かったため 25 g/mL の標準原液を

調製した．各標準原液を混合してメタノールで希釈し，

1 g/mLの混合標準溶液を調製し試験に用いた． 

その他の試薬：エチレンジアミン四酢酸二水素二ナ

トリウム二水和物（Na2EDTA）は（株）同仁化学研究

所製の試験研究用の試薬を，トリス（ヒドロキシメチ

岐阜県保健環境研究所：504-0838 岐阜県各務原市那加不動丘1-1  
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ル）アミノメタン（Tris）はナカライテスク（株）製

の分子生物学研究用試薬を用いた．塩酸（HCl），リ

ン酸，リン酸二水素ナトリウム二水和物，リン酸水素

ナトリウムは和光純薬工業（株）製の特級品を用いた．

メタノール，アセトニトリルおよびギ酸は和光純薬工

業（株）製のLC-MS用を用いた． 

ジビニルベンゼン－N－ビニルピロリドン共重合体

ミニカラムはWaters社製のOasis HLB plus（225 mg）

を用いた．抽出およびカラムからの溶出液の希釈には

Thermo社製のポリプロピレン製遠心沈殿管（50 mLお

よび15 mL）を用いた．試験溶液を入れるバイアルは，

Agilent 社製のポリプロピレン製バイアル（1 mL）を

用いた．標準溶液の調製にはBIOHIT 社製のマイクロ

ピペット（1000 L，200 L）を用いた．         

2.3 装置および測定条件  

2.3.1 装置 

高速液体クロマトグラフ：Agilent社製 1200LC(SL) 

質量分析装置：ABSciex社製 4000QTRAP 

2.3.2 LC-MS/MS条件 

カラム：（財）化学物質評価研究機構製 L-column2 

ODS （2.1×150 mm, 3 m），カラム温度：40℃ ，注

入量：10 L，移動相：A液 0.1%ギ酸，B液アセトニ

トリル，移動相流速：0.20 mL/min，グラジエント条件：

0分（A：B = 99：1）→ 1分（A：B = 85：15）→ 13

分（A：B = 55：45）→ 23分（A：B = 5：95）→ 25

分（A：B = 5：95）→ 25.1分（A：B = 99：1）→40

分（A：B = 99：1），保持時間：表1に示した． 

イオン化モード：エレクトロスプレーイオン化法ポ

ジティブモード（ESI（＋）），測定モード：sMRM 

（Scheduled Multiple Reaction Monitoring）モード，イオ

ンスプレー電圧：5.5 kV，ターボガス温度：600℃，各

動物用医薬品のMS/MS条件：表1に示した． 

2.4 試験溶液の調製 

蜂蜜5 gをポリプロピレン製遠心沈殿管（50 mL）に

量り採り，10 mM Na2EDTA含有0.1 M Tris-HCl緩衝液

（pH 7.5）20 mLを加え5分間振とう後、3000 rpmで

10 分間遠心分離した．ジビニルベンゼン－N－ビニル

ピロリドン共重合体ミニカラム（Oasis HLB Plus）にメ

タノール10 mL，水10 mL，10 mM Na2EDTA含有0.1 M 

トリス緩衝液（pH 7.5）10 mLを注入し，流出液は捨

てた．このカラムに遠心分離した上清を注入した．10 

mL の水でカラムを洗浄し，減圧下で吸引して水分を

除去した後，アセトニトリル10 mLを注入し全溶出液

を採った．溶出液を3000 rpmで 10分間遠心分離した

後，上清を1 mLポリプロピレン製遠心沈殿管（15 mL）

に量り採り，水9 mLを加えて試験溶液とした．（図1） 

 

2.5 定量 

1 g/mL混合標準溶液をポリプロピレン製遠心沈殿

管（15 mL）に1 mL量り採り，水9 mLを加えて10

倍希釈した（100 ng/mL）．マイクロピペットを用い，

ポリプロピレン製バイアル中で，アセトニトリル・水

（1：9）混液により，この溶液を段階希釈して検量線

用の標準溶液を調製した．（0.1，0.2，0.5，1，2，5，

10 ng/mLの 7濃度．）これを10 L注入してピーク面

積法により検量線を作成し，絶対検量線法により定量

した． 

2.6 添加回収試験 

アカシア蜂蜜，オレンジ蜂蜜，マヌカ蜂蜜5 gに100 

ng/mL混合標準溶液を500 L添加して添加試料とした

（試料中濃度0.01 g/mL）．また，本試験法の妥当性を

評価するため，各蜂蜜について1日2併行の添加回収

試験を5日間実施し，一元配置の分散分析により併行

精度（RSD%）と室内精度（RSD%）を求めた．全体

の平均値の真度（%）と併せ，厚生労働省通知の妥当

性評価ガイドライン11)に示された目標値と比較して評

価を行った． 

 

試料

抽出

ジビニルベンゼン－N－ビニルピ
ロリドン共重合体ミニカラム
（Oasis HLB plus （225 mg））

希釈

LC-MS/MS測定

蜂蜜5 gをポリプロピレン製

遠心チューブに精秤

10 mM Na2EDTA含有
0.1 M Tris-HCl緩衝液（pH 7.5）20 mL

振とう 5分間

遠心分離（3000回転／分，10分間）

予め、メタノール10 mL，水10 mL，
抽出用緩衝液10 mLでコンディショニング

水10 mLでミニカラムを洗浄

遠心分離後の上清を負荷

減圧下でミニカラムを乾燥

アセトニトリル10 mLで溶出

遠心分離後の溶出液1 mLに水9 mLを加えて混和

遠心分離（3000回転／分，10分間）

 

 

図1 試験溶液調製の方法
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表1 動物用医薬品36成分のLC-MS/MSパラメーター

 

３ 結果および考察 

3.1 LC-MS/MS測定条件の検討 

極性が異なる多成分を同時に分析するにあたり，高

極性成分の保持が課題となった．そこでまず，逆相系

のオクタデシルシリル化シリカゲル（ODS）カラムの

中で，高極性の保持に優れたカラム3種（Atlantis T3，

CAPCELL PAK C18 AQ，TSK gel ODS-100V）を用いて

検討した．移動相は0.1%ギ酸とアセトニトリルのグラ

ジエントにより行った．その結果，Atlantis T3 では，

高極性の成分であるアモキシシリン（AMPC），アンピ

シリン（ABPC）の保持は良好であったが，ニューキ

ノロン系の成分にテーリングが見られた．また，

CAPCELL PAK C18 AQおよびTSK gel ODS-100Vはニ

ューキノロン系の成分の保持は比較的良好であったが，

オールドキノロン系の成分にテーリングが見られた． 

本研究で採用したL-column2 ODSは，オールドキノ

ロン系の成分（OXA，NA，FMQ）にややテーリング

が見られたものの，上記カラムに比べてその程度は小

さかった．また，AMPCとABPCの保持が良好であり，

ニューキノロン系の成分のピーク形状も良好であった

（図2）．  

濃縮操作がない簡便な方法であるにも関わらず，良

好なピーク形状のため，本法の検出限界はいずれの成 

化合物 略称
保持
時間
(分)

DP*1

(V)

定量イオン 定性イオン 検出
限界
（ng/g）

MRM*2トラン
ジション(m/z)

CE*3

(V)

CXP*4

(V)

MRM*2トラン
ジション(m/z)

CE*3

(V)

CXP*4

(V)

オキシテトラサイクリン OTC 9.2 71 461 > 426 29 24 461 > 444 17 12 0.4 

テトラサイクリン TC 9.6 61 445 > 410 27 24 445 > 428 23 11 0.3 

クロルテトラサイクリン CTC 11.4 71 479 > 444 25 12 479 > 462 25 12 0.4 

アモキシシリン AMPC 7.5 51 366 > 349 13 10 366 > 114 27 8 0.2 

アンピシリン ABPC 8.7 51 350 > 106 25 8 350 > 160 19 12 0.08 

ベンジルペニシリン PCG 16.6 56 335 > 160 13 28 335 > 176 21 30 0.5 

ナフシリン NFPC 20.4 71 415 > 199 19 16 415 > 171 53 10 0.07 

ミロサマイシン MRM 13.2 101 728.4 > 158 37 14 728.4 > 554.3 29 16 0.02 

タイロシン TS 14.6 121 916.5 > 174 53 14 916.5 > 772.4 41 22 0.3 

スルファキノキサリン SQX 15.0 76 301 > 156 23 14 301 > 92 47 16 0.03 

スルファクロルピリダジン SCPD 12.3 66 285 > 156 23 12 285 > 92 41 14 0.06 

スルファジアジン SDZ 8.9 61 251 > 156 21 26 251 > 92 33 16 0.07 

スルファジミジン SDD 10.8 51 279 > 156 35 26 279 > 92 39 16 0.1 

スルファジメトキシン SDMX 15.0 76 311.1 > 156 29 26 311.1 > 92 49 16 0.02 

スルファチアゾール STZ 9.2 56 256 > 156 21 28 256 > 92 38 15 0.1 

スルファドキシン SDOX 12.9 71 311 > 156 25 28 311 > 92 41 16 0.01 

スルファニトラン SNT 17.8 76 336 > 156 19 12 336 > 134 37 22 0.3 

スルファピリジン SPY 9.5 61 250 > 156 25 26 250 > 92 41 14 0.07 

スルファベンズアミド SBA 14.6 56 277 > 156 19 14 277 > 92 39 14 0.04 

スルファメトキサゾール SMXZ 13.0 46 254 >156 25 12 254 > 92 37 8 0.09 

スルファメトキシピリダジン SMPD 10.9 56 281 > 156 23 8 281 > 92 35 16 0.03 

スルファメラジン SMR 9.9 66 265 > 156 23 26 265 > 92 43 16 0.05 

スルファモノメトキシン SMMX 11.8 66 281.1 > 156 25 26 281.1 > 92 41 16 0.04 

オキソリン酸 OXA 14.0 51 262 > 244 25 40 262 > 216 39 36 0.04 

ナリジクス酸 NA 16.8 31 233 > 215 25 16 233 > 187 35 32 0.08 

フルメキン FMQ 17.4 61 262.1> 244 25 12 262.1 > 202 45 10 0.05 

エンロフロキサシン ERFX 9.5 81 360 > 316 27 16 360 > 245 37 20 0.4 

シプロフロキサシン CPFX 9.1 81 332 > 288 25 16 332 > 245 35 20 0.7 

オフロキサシン OFLX 8.9 76 362 > 318 25 22 362 > 261 37 38 0.2 

オルビフロキサシン OBFX 9.7 96 396 > 352 25 8 396 > 295 35 16 0.3 

サラフロキサシン SRFX 10.2 81 386 > 342 27 20 386 > 299 39 16 0.2 

ジフロキサシン DFLX 10.4 66 400 > 356 27 18 400 > 299 41 16 0.1 

ダノフロキサシン DNFX 9.3 61 358 > 340 31 20 358 > 314 27 18 0.06 

ノルフロキサシン NRFX 8.9 76 320 > 276 23 24 320 > 233 35 14 1 

トリメトプリム TMP 8.7 71 291 > 230 31 10 291 > 123 31 2 0.06 

オルメトプリム OMP 9.1 81 275 > 123 35 20 275 > 259 35 12 0.1 

*1 Declustering potential

*3 Collision energy

*4 Collision cell exit potential

*2 Multiple reaction monitoring
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図2 標準溶液（1 ng/mL）のLC-MS/MSクロマトグラム

 

表2 妥当性評価結果（アカシア蜂蜜，オレンジ蜂蜜，マヌカ蜂蜜） 
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AMPC

OXA

NA

FMQ

化合物 略称 系統

アカシア蜂蜜 オレンジ蜂蜜 マヌカ蜂蜜

真度
(%)

併行
精度

(RSD%)

室内
精度

(RSD%)

真度
(%)

併行
精度

(RSD%)

室内
精度

(RSD%)

真度
(%)

併行
精度

(RSD%)

室内
精度

(RSD%)

オキシテトラサイクリン OTC

テトラサイク
リン系

105.3 7.5 14.8 102.2 10.2 14.1 100.2 11.4 16.2 

テトラサイクリン TC 101.0 8.7 13.2 113.2 8.3 11.1 114.5 2.0 11.9 

クロルテトラサイクリン CTC 100.1 7.9 8.8 104.0 6.1 8.6 97.9 7.2 8.3 

アモキシシリン AMPC

b-ラクタム系

56.6 8.0 12.8 45.7 5.2 8.3 12.6 22.5 36.0 

アンピシリン ABPC 71.0 6.2 11.6 75.6 2.8 5.7 54.9 6.4 13.0 

ベンジルペニシリン PCG 79.5 4.9 7.5 86.3 3.5 6.5 89.6 6.4 7.6 

ナフシリン NFPC 86.0 2.0 9.3 91.4 1.4 8.0 97.0 2.0 5.6 

ミロサマイシン MRM マクロライド
系

117.5 1.0 8.8 111.0 3.0 10.9 84.9 3.1 14.5 

タイロシン TS 187.2 3.8 9.1 185.5 1.7 9.7 185.9 3.9 10.1 

スルファキノキサリン SQX

サルファ薬

83.1 2.3 2.7 69.2 3.4 5.6 18.8 9.2 25.2 

スルファクロルピリダジン SCPD 85.9 1.7 5.1 63.2 2.4 8.4 29.2 2.1 12.4 

スルファジアジン SDZ 65.4 5.7 10.5 43.8 6.2 13.2 18.9 8.4 23.1 

スルファジミジン SDD 90.4 3.1 4.0 78.5 1.9 4.4 26.2 6.8 15.9 

スルファジメトキシン SDMX 86.8 2.4 3.7 85.5 1.6 5.9 42.7 2.5 10.4 

スルファチアゾール STZ 72.2 7.8 8.4 51.2 6.8 7.7 17.7 5.4 14.3 

スルファドキシン SDOX 99.0 2.8 3.3 86.3 2.6 6.5 39.9 2.9 14.1 

スルファニトラン SNT 105.5 4.5 4.5 105.9 3.3 7.2 96.6 5.1 7.1 

スルファピリジン SPY 65.5 4.7 9.2 48.7 4.5 8.7 14.8 10.6 22.5 

スルファベンズアミド SBA 97.4 2.6 5.3 94.4 3.6 6.0 67.5 2.9 5.6 

スルファメトキサゾール SMXZ 91.0 2.8 3.4 83.2 4.2 5.3 48.2 5.8 8.0 

スルファメトキシピリダジン SMPD 90.4 6.2 7.7 67.4 4.0 5.7 18.0 5.1 13.5 

スルファメラジン SMR 87.1 1.8 5.8 69.3 4.7 10.6 26.8 4.0 22.2 

スルファモノメトキシン SMMX 84.7 1.5 3.8 60.6 2.6 7.6 28.9 2.3 5.6 

オキソリン酸 OXA

オールド
キノロン系

109.5 1.3 3.0 114.9 1.5 5.1 90.2 3.7 6.5 

ナリジクス酸 NA 113.4 2.8 5.0 118.5 2.2 9.6 123.5 2.1 8.1 

フルメキン FMQ 113.9 3.1 5.7 121.8 1.4 8.8 99.1 1.2 11.7 

エンロフロキサシン ERFX

ニュー
キノロン系

99.6 10.2 11.1 100.5 6.0 17.8 109.0 9.5 10.5 

シプロフロキサシン CPFX 90.4 7.4 13.8 86.6 10.9 12.5 88.8 9.2 13.2 

オフロキサシン OFLX 102.3 7.8 14.3 98.1 8.2 15.8 94.4 9.8 12.9 

オルビフロキサシン OBFX 100.8 5.7 7.3 96.5 7.0 9.2 93.3 9.3 12.3 

サラフロキサシン SRFX 89.1 6.8 13.7 87.6 2.5 9.6 79.0 2.8 7.6 

ジフロキサシン DFLX 104.5 2.9 11.1 103.0 4.8 11.7 98.0 4.7 14.4 

ダノフロキサシン DNFX 106.9 3.8 9.8 96.3 8.8 16.4 44.0 13.3 41.7 

ノルフロキサシン NRFX 83.0 10.8 20.0 78.0 11.5 26.1 72.5 9.0 16.1 

トリメトプリム TMP
その他

82.5 5.2 8.7 66.5 3.3 5.6 28.6 4.0 14.0 

オルメトプリム OMP 79.1 7.4 9.1 63.6 7.0 7.7 26.2 10.4 15.8 

*) 真度が70%未満または120%超，併行精度が25%以上，室内精度が30%以上の場合は を付けて示した．

In
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n
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, c

ps
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分についても1 ng/g以下と低くなった（表1）． 

3.2 抽出操作の最適化 

抽出液のpH，ミニカラムの容量について条件検討を

行った. 

pH 2～9までの各種pHのリン酸緩衝液に標準溶液 

を添加し，固相ミニカラムへの保持挙動を検討した．

リン酸緩衝液に 100 ng/mL の標準溶液を 1 mL 添加

し,2.4 の試験溶液の調製と同様に処理して測定を行

った．pH 2～4ではトリメトプリム（TMP）,オルメト

プリム（OMP）の回収率が低かった．pH 8 および 9

ではスルファジアジンの回収率が低下した．pH 5-8の

領域では pH が高くなるほど極性の高い成分である

AMPCとABPCの保持が良くなる傾向が見られた．以

上を考慮してpHを 7.5に設定した． 

ミニカラムの容量は，60 mgの場合AMPCの回収率

が悪かった．そこでカラム容量を増やし 225 mg のミ

ニカラムを用いることとした． 

テトラサイクリン,ニューキノロン,マクロライドは,

試料中に含まれるCa
2+やFe

2+といった金属イオンとキ

レートを形成し,ミニカラムへの保持が弱くなるため，

抽出溶液中にキレート試薬である Na2EDTA
 を添加す

るのが常法となっている 5,10,12)．本研究でも抽出溶液に

Na2EDTAを 10 mMとなるように加えた．これにより

テトラサイクリン,ニューキノロン,マクロライドでは

真度が安定した. 

3.3 3種の蜂蜜による妥当性評価試験結果について 

アカシア蜂蜜では，全36成分中32成分が厚生労働

省通知の妥当性評価ガイドラインの目標値（真度

70-120%，併行精度 25%以下，室内精度 30%以下）を

満たし良好な結果となった（表2）．しかし，オレンジ

蜂蜜とマヌカ蜂蜜では，ガイドラインを満足する項目

がそれぞれ23成分と16成分となった．マヌカ蜂蜜で

はサルファ薬の多く，TMPとOMPおよび高極性成分

のAMPCとABPCの真度が目標値の範囲外であった．

オレンジ蜂蜜，マヌカ蜂蜜では試料由来のマトリック

スがアカシア蜂蜜よりも多く，試験溶液の調製時また

は測定時に影響したと考えられる． 

3.4 実態調査 

妥当性評価の結果から，本分析法はレンゲ，アカシ

ア，クローバー蜂蜜といった夾雑成分が比較的少ない

蜂蜜には適用可能であると考え，これらの蜂蜜を主に

含む市販の蜂蜜について，実態調査を実施した（表3）． 

検出された成分はテトラサイクリン（TC），タイロ

シン（TS），スルファメトキサゾール（SMXZ），シプ

ロフロキサシン（CPFX），ノルフロキサシン（NRFX），

トリメトプリム（TMP）の6成分であった．特に，中

国産の蜂蜜から，ニューキノロン系の合成抗菌剤であ

るCPFX，NRFXの検出が多く見られた． 

検出値はいずれも微量であるため，健康危害という

点では問題とはならないが，薬剤耐性を引き起こす可

能性が懸念される． 

 

表3 市販蜂蜜の実態調査結果 

 

４ まとめ 

蜂蜜に残留する動物用医薬品 36 成分を LC-MS/MS

により高感度に分析する一斉試験法を検討した．妥当

性評価の結果，本法はアカシア蜂蜜では良好な結果と

なったものの，夾雑成分が多いオレンジ蜂蜜やマヌカ

蜂蜜では，サルファ薬などの成分で真度の低下が見ら

れた． 

本法により，市販の蜂蜜の実態調査を行った結果，

微量ながらも6成分が検出された．特にニューキノロ

ン系の合成抗菌剤であるCPFXやNRFXの検出が多く

見られた． 
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Simultaneous Analysis of Antibiotic Residues in  

Honey by LC-MS/MS 

Tomiaki MINATANI, Masashi NAKAMURA, Hiroyuki NAGAI, Kimihito OTSUKA, Kotaro GOTO 

Gifu Prefectural Research Institute for Health and Environmental Sciences: 

1-1, Naka-fudogaoka, Kakamigahara, Gifu 504-0838, Japan 

 

Summary 

A method has been developed for the simultaneous analysis of 36 veterinary drug residues in honey. Honey samples 

were dissolved with Tris-HCl buffer (pH 7.5) containing Na2EDTA, followed by solid-phase extraction using 

divinylbenzene-N-vinylpyrroridone copolymer cartridges (Oasis HLB plus). The veterinary drugs were eluted with 

acetonitrile from solid-phase and test solutions, analyzed by LC-MS/MS, were made up by dilution of the acetonitrile 

solutions with water ten times. This method provided high sensitivity and the detection limits of all veterinary drugs 

were lower than 1 ng/g. The method was validated according to the guideline of the Ministry of Health, Labour and 

Welfare of Japan; recovery tests were performed on 3 kinds of honeys (acasia, orange and manuca honey) by 

fortification of 36 veterinary drugs at the concentration 0.01 g/g. In the case of acasia honey, this method satisfied the 

guideline criteria for 32 drugs. The developed procedure was applied to analysis of veterinary drugs in 16 retail honey 

samples sush as acasia, Chinese milk vetch and clover honey and the trace amounts of ciprofloxacin and norfloxacin 

were detected in multiple samples. 

Keywords: honey, veterinary drug, LC-MS/MS, validation, new quinolone  
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 資  料  

ウイルス性食中毒におけるノロウイルス遺伝子解析 

－複数の遺伝子型が検出された事例の考察－ 

葛口 剛，後藤黄太郎，猿渡正子*，小林香夫 

要  旨 

平成23年 12月に岐阜県内の業者が調製した給食弁当を喫食した少なくとも756人が下痢，吐気，発熱

等の食中毒症状を呈し，うち308人が医療機関を受診する大規模食中毒事例が発生した．管轄保健所にお

ける遺伝子検査の結果，有症者11人中11人全員および従業員33人中16人（うち自社弁当喫食者12人）

からノロウイルス G2 型遺伝子が検出され，当該業者が調製した給食弁当が原因の食中毒と断定された．

また，検出されたノロウイルスの遺伝子配列をシーケンス解析したところ，有症者から検出された遺伝子

配列はG2-3型（10人）とG2-4型（1人）の2種類であることが判明し，発症日時などの疫学調査結果か

ら，G2-3 型が今回の食中毒の主原因であり，G2-4 型は今回の給食弁当に起因したものではなく，先に他

の感染源で感染した有症者が弁当も喫食していたと考えられた．一方、従業員からも主原因と考えられた

G2-3型とG2-2型の2種類のノロウイルス遺伝子型が検出された．  

キーワード：ノロウイルス，食中毒，シーケンス解析，遺伝子型 

 

１ はじめに 

平成 23 年 12 月 28 日，岐阜県内の医療機関から食

中毒を疑う患者を診察した旨，所管する保健所に連絡

があった．保健所が調査したところ，同月26日および

27 日に県内業者が調製した給食弁当を喫食した複数

の事業所に所属する756人が下痢，吐気，発熱等の食

中毒症状を呈し，うち308人が医療機関を受診したこ

とが判明した．同保健所は，有症者らに共通する食事

が当該施設調製の給食弁当に限られることから，当該

施設を原因とする食中毒と断定し，5 日間の営業停止

処分とした．一方，保健所による食中毒原因調査にお

いては，検査した有症者 11 人全てからノロウイルス

G2遺伝子が，また従業員33人中16人の検便からも同

ウイルス遺伝子が検出され，食中毒の原因物質と推定

された． 

今回の事例は約 2,000 食の給食弁当を 287 事業所へ

提供している県内でも比較的規模の大きい事業所が原

因施設で，有症者も700人を超える大規模食中毒とな

った．弁当喫食者に対する有症者数の割合も約38%と

高く，弁当が比較的高濃度にウイルス汚染されたこと

が伺える．このウイルス汚染の経路の解明を目的とし

て，2 日間の検食全ておよび調理環境の拭き取り検体

からのウイルス遺伝子検出検査を行うとともに，有症

者・従業員から検出されたウイルス遺伝子のシーケン

ス結果の比較を行った． 

 

２ 検査材料および検査方法 

2.1 保健所における便検査 

有症者のうち 11人から便検体が保健所に提供され，

従業員（事務職員を除く全員）検便として33検体が回

収された．定法に基づき 10%乳剤を調製，ウイルス

RNAを抽出した後，OneStep RT-PCR法により遺伝子

増幅を行い，387 bpのノロウイルス遺伝子が増幅され

た検体をウイルス陽性とした． 

2.2 聴き取り調査 

有症者の発症日時および症状については，便検体採

取時に聴き取りが行われた．各従業員の自社弁当喫食

状況に関しては事業所からの情報提供を基にした。従

業員の弁当調製当時および現在の健康状態については

本人の自己申告に基づき調査が行われ，体調不良者に

ついてはその症状および発症日時についても聴き取り

が行われた． 

2.3 検査方法 

2.3.1 食材・拭き取りの検体処理 

・食材：適当量の食材にリン酸緩衝液 (PBS(-)) 10 ml

を加え袋内で食材の表面を洗い，洗い出し液を 15 ml

遠沈管に移し，遠心分離 (4℃，3,500 rpm，30分)して

上清を回収した．特に，油分が多い検体については，

岐阜県保健環境研究所：504-0838 岐阜県各務原市那加不動丘1-1 

* 元 岐阜県保健環境研究所 
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上清に 1 ml のクロロホルムを加え，20 分間激しく振

とうした後，再度遠心分離(4℃，3,500 rpm，30分)して

上清を回収した．回収液1 mlを等量のポリエチレング

リコール溶液と混合し，4℃にて90分間放置後，遠心

分離(4℃，13,000 rpm，20分)して上清を廃棄し，沈渣

を蒸留水 140 μlに懸濁した．  

・拭き取り検体：拭き取った綿棒を滅菌液の中で充分

ほぐした後，懸濁液を4 mlチューブに移し，遠心分離 

(4℃，3,500 rpm，30分)して上清を回収した．回収液2 

ml を等量のポリエチレングリコール溶液と混合し，

4℃にて90分間放置後，遠心分離(4℃，13,000 rpm，20

分)して上清を廃棄し，沈渣を蒸留水 140 μlに懸濁し

た．  

2.3.2 ウイルスRNA抽出および逆転写反応 

市販のRNA抽出試薬 (QIAamp Viral RNA Mini Kit 

(QIAGEN))を使用してウイルス RNA の抽出を行い，

スーパースクリプトⅢ（インビトロジェン）とリバー

スプライマー（G2-SKR：受託合成品）を用いて逆転

写反応を行った． 

2.3.3 ウイルス遺伝子増幅 

1st PCR は CO-G2F/G2SKR を，Nested PCR は

G2-SKF/G2-SKR をプライマーに用いて増幅反応を行

い，1st PCRでは387 bp，Nested PCRでは344 bpの遺

伝子増幅が確認されたものをノロウイルス遺伝子陽性

とした 1)． 

2.3.4 遺伝子シーケンス 

ノロウイルス陽性になった全ての検体について

CEQ8000（ベックマン）を用い，プライマーG2-SKF

およびG2-SKRを使用してダイレクトシーケンスを行

った． 

 

３ 結  果 

3.1 有症者便におけるウイルス検査 

検体提供があった有症者便11検体すべてから，従業

員検便は33検体中19検体（保健所検査では16検体）

からノロウイルスG2遺伝子が検出された． 

3.2 聴き取り調査 

検体提供があった有症者 11 人の発症日は 26 日の 1

人を除いて 12月 27日または 28日であり，26日の給

食弁当が第一の原因と考えられた．また，従業員への

聴き取り調査では，26日時点で体調不良の従業員はお

らず，自社弁当を喫食した20人中6人が27日または

28日に嘔吐・下痢等の体調不良を生じ，体調不良者の

5人および非発症者8人からノロウイルスG2遺伝子が

検出された．一方，自社弁当を喫食していない13人中

6人からもノロウイルスG2遺伝子が検出された． 

 

3.3 食材・拭き取り検査 

有症者の発生状況から26日および27日の給食弁当

が汚染源と疑われたため，両日昼・夜の検食34検体お

よび施設の拭き取り 10 検体のウイルス検査を行った

が，いずれの検体からもウイルス遺伝子は検出されな

かった（表）． 

 

表 食材・拭き取り検査一覧 

 

3.4 遺伝子シーケンス 

有症者から検出されたノロウイルス G2 遺伝子のシ

ーケンス解析を行ったところ，有症者11検体中10検

体がG2-3型，1検体はG2-4型と2種類に分類された．

一方，従業員から検出されたノロウイルスの遺伝子型

はG2-2型が11検体，G2-3型が8検体とこちらも2種

類に分類された（図）．このうち有症者と従業員から検

出されたノロウイルス G2-3 型については，解析した

302 bp（増幅サイズ344 bpからプライマー部分42 bp

を引いた部分）において全ての検体の遺伝子配列が一

致していた． 

 

４ 考  察 

 本事例においては，有症者・従業員から G2-2 型，

G2-3 型，G2-4 型の 3 種類のノロウイルス遺伝子が検

出された．このうち，G2-4型が検出された有症者1名

については，発症日時が26日中であり，弁当喫食から
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12時間を切るため，偶然ほぼ同時期に別の感染源から

ノロウイルスに感染したものと考えられる．有症者と

従業員に共通する G2-3 型が今回の食中毒の原因と推

察され，自社弁当を喫食し，27 日午後から 28 日に発

症した従業員については，自社弁当を食べたことによ

り感染・発症したと考えられた．一方，弁当を食べて

いない従業員1人，弁当喫食から24時間以内に発症し

ている従業員1人および弁当を喫食したものの無症状

の従業員 2 人から G2-3 型が検出された．弁当を喫食

した従業員については，弁当からの感染も考えられる

が，弁当を食べていない従業員については，自社弁当

からの感染が考えられないこと，検出されたウイルス

遺伝子の配列が有症者の配列と完全に一致したことか

ら，感染源であった可能性が高いといえる． 

今回，食中毒の原因となったノロウイルス G2-3 型

の他に11人の従業員からG2-2型が検出された．この

遺伝子が検出された従業員は弁当喫食の有無に関係な

く全てが無症状であり，PCRでの定量でしかないもの

のウイルス量は有症者に比べて極めて少なく，感染か

ら比較的長い時間が経過していると考えられた．ノロ

ウイルスは通常，感染から24～48時間の潜伏期間を経

て発症し，数日で症状は治まる．しかし，体内からの

ウイルス排出はその後 1 ヶ月ほど続き，長い人では 2

ヶ月を超えることもある 2)．このことから，この事例

が発生した 1 ヶ月程度前にこの職場でノロウイルス

G2-2型による集団感染があったと推察される．今回の

食中毒の原因はノロウイルス G2-3 型が原因であった

と考えられるが，ノロウイルス G2-2 型を無症状で排

出していた従業員が多数いたことは，本事例以前にノ

ロウイルス G2-2 型による食中毒が発生する危険性も

あったということになる． 

本事例は有症者が700人を超える大規模食中毒であ

ったにもかかわらず，食材や調理現場の拭き取り検体

からノロウイルス遺伝子が全く検出されなかった．こ

のことは，環境中に存在する微量のウイルスでも大規

模な食中毒は発生し，それを検出することがいかに困

難であるかを再認識させられる事例となった．また，

従業員から今回の食中毒に関係ないと思われるノロウ

イルス G2-2 型が多数検出されたことは，自覚せずウ

イルスを排出している調理従事者が少なからずいると

いうことであり，今一度事業者への注意喚起が必要で

あると思われる． 
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１ 他誌掲載論文 

 

Radioactive Cesium Analysis in Radiation-Tainted Beef by Gamma-ray Spectrometry 

with Germanium Semiconductor Detector 

 

Tomiaki Minatani, Hiroyuki Nagai, Masashi Nakamura, Kimihito Otsuka and Yoshimichi Sakai 

  

Gifu Prefectural Research Institute for Health and Environmental Sciences 

 

Food Hygiene and Safety Science, 53, 177-182(2012) 

 

 The detection limit and precision of radioactive cesium measurement in beef by gamma-ray spectrometry with a germanium 

semiconductor detector were evaluated. Measurement for 2,000 seconds using a U-8 container (100 mL) provided a detection 

limit of radioactive cesium (the sum of 134Cs and 137Cs) of around 20 Bq/kg. The 99% confidence interval of the measurement 

of provisional maximum residue limit level (491 Bq/kg) samples ranged from 447 to 535 Bq/kg. Beef is heterogeneous, 

containing muscle and complex fat layers. Depending on the sampling parts, the measurement value is variable. It was found that 

radioactive cesium content of the muscle layer was clearly different from that of fat, and slight differences were observed among 

parts of the sample (SD=16.9 Bq/kg), even though the same region (neck block) of beef sample was analyzed. 

 

 

Phenotypic and Genetic Analyses of Campylobacter jejuni Lior 

Serotype 76 Isolated from Chicken Meat and Clinical Specimens 

 

Masakado Matsumoto
*
, Reiji Hiramatsu

*
, Kazuhiro Yamada

*
, Masahiro Suzuki

*
, Yoshio Miwa

**
, 

Mitsutaka Yabutani
***

, Yuhki Nagai
****

, Michiyo Tsuchiya
*****

, Makiko Noda
******

, Akihiro Nagata
*******

, 

Keiko Kawakami
********

, Tomoko Shima
*********

, Norio Tatsumi
**********

, and Hiroko Minagawa
*
 

 
*
 Aichi Prefectural Institute of Public Health, 

 
**

 Aichi Prefectural Ichinomiya Health Center,  
***

 Nagoya City Public Health Research Institute 

,
****

 Mie Prefecture Health and Environment Research Institute,  
*****

 Gifu Municipal Institute of Public Health,  
******

 Gifu Prefectural Research Institute for Health and Environmental Sciences,  
*******

 Fukui Prefectural Institute of Public Health and Enviromental Science,  
********

 Ishikawa Prefectural Institute of Public Health and Environmental Science,  
*********

 Toyama Institute of Health, 
**********

 Anjo Kosei Hospital 

 

Jpn. J. Infect. Dis., 66, 72-75 (2013) 

 

 The aim of this study was to examine the link between Campylobacter jejuni isolates obtained from chicken meat (n= 7) and 

gastroenteritis patients (n=744). In total, 751 isolates were subjected to Lior serotyping. All the isolates from chicken meats 

were serotyped as Lior serotype 76 (LIO76). Among 23 of the identified LIO76 strains, 13 strains (6 from chicken meat and 7 

from clinical specimens) were indistinguishable by Penner serotyping, antimicrobial susceptibility testing, and pulsedfield gel 

electrophoresis. These strains were isolated in 2 different Japanese prefectures in 2004–2005, suggesting that chicken meat is 

an etiological agent of Campylobacter gastroenteritis and that a diffuse outbreak occurred during this time. Therefore, a 

continuous surveillance program should be established in Japan in order to prevent Campylobacter gastroenteritis, especially 

large-scale food-borne outbreaks. 
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Molecular Characterization Reveals Three Distinct Clonal Groups 

among Clinical Shiga Toxin-Producing Escherichia coli Strains of Serogroup O103 

 

Atsushi Iguchi
*
, Sunao Iyoda

**
, and Makoto Ohnishi

** 
on behalf of the EHEC Study Group 

Members of the EHEC Study Group include Kazumi Horikawa, Yoshiki Etoh, Shachiko Ichihara, Junji Seto, Shuji Yoshino, 

Yutaka Shiraki
***

, Kiyoshi Tominaga, Takashi Hatakeyama, Madoka Hamada, Hiromi Nakamura, Sumie Kohori, Yuji Migita, 

Hitomi Kasahara, Misao Hashida, Yuki Nagai, and Kazuko Seto, 

 
*
University of Miyazaki,  

**
National Institute of Infectious Diseases,  

***
Gifu Prefectural Research Institute for Health and Environmental Sciences 

 

J. Clin. Microbiol., 50, 2894-2900 (2012) 

 

 Shiga toxin-producing Escherichia coli (STEC) is one of the most important groups of food-borne pathogens, and STEC 

strains belonging to the serotype O103:H2 can cause diarrhea, hemorrhagic colitis, and hemolytic-uremic syndrome in 

humans. STEC O103:non-H2 strains are also sometimes isolated from human patients, but their genetic characteristics and 

role in significant human enteric disease are not yet understood. Here, we investigated 17 STEC O103:non-H2 strains, 

including O103:H11, O103:H25, O103:HUT (UT [untypeable]), and O103:H− (nonmotile) isolated in Japan, and their 

characteristics were compared to those of STEC O103:H2 and other serotype STEC strains. Sequence analyses of fliC and eae 

genes revealed that strains possessed any of the following combinations: fliC-H2/eae-epsilon, fliC-H11/eae-beta1, and 

fliC-H25/eae-theta, where fliC-H2, -H11, and -H25 indicate fliC genes encoding H2, H11, and H25 flagella antigens, 

respectively, and eae-epsilon, -beta1, and -theta indicate eae genes encoding epsilon, beta1, and theta subclass intimins, 

respectively. Phylogenetic analysis based on the sequences of seven housekeeping genes demonstrated that the 

O103:H11/[fliC-H11] and O103:H25/[fliC-H25] strains formed two distinct groups, different from that of the 

O103:H2/[fliC-H2] strains. Interestingly, a group consisting of O103:H11 strains was closely related to STEC O26:H11, 

which is recognized as a most important non-O157 serotype, suggesting that the STEC O103:H11 and STEC O26:H11 clones 

evolved from a common ancestor. The multiplex PCR system for the rapid typing of STEC O103 strains described in the 

present study may aid clinical and epidemiological studies of the STEC O103:H2, O103:H11, and O103:H25 groups. In 

addition, our data provide further insights into the high variability of STEC stains with emerging new serotypes.  
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保育所における腸管出血性大腸菌O26 集団感染事例―岐阜県 

 

白木 豊，野田万希子，小林香夫 

 

岐阜県保健環境研究所 

 

病原微生物検出情報, 33, 126-127 (2012) 

 

 2011年 7月 25日，医療機関から管轄保健所に腸管出血性大腸菌（EHEC）O26感染症患者1名の発生届があっ

た．保健所が健康調査を実施したところ，患者が通園していた保育所において，この児童以外にも下痢などの症

状による欠席者があり，7月中旬から欠席者が増加していた．このため，この保育所の児童（70名）と職員（20

名）全員を対象とした検便および健康調査を開始した．その結果，保育所の児童13名と職員１名からEHEC O26

が検出され，また菌陽性者の家族からも3名（うち県外 1名）の菌陽性者が確認された．初発患者を含めた県内

の菌陽性者計 17 名から検出された EHEC 17 株は，すべて血清型が O26:H11，毒素型が VT1 であった．また，

制限酵素Xba Iによるパルスフィールド・ゲル電気泳動解析では，17株すべての泳動パターンが一致し，同一の

感染源に由来した集団発生であったと考えられた．菌陽性者18名のうち，有症者はこの保育所の児童10名のみ

で，症状は，軟便 6名，下痢3名，発熱 3名，腹痛 1名と比較的軽度であった．今回児童においても無症状の保

菌者が 4名いたこと，また，有症者の症状も軽度であったことが，EHEC感染の発見の遅れと感染拡大の要因と

なったと推測された． 
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２ 学会等発表 

 

○ゲルマニウム半導体検出器を用いたガンマ線スペク

トロメトリーによる牛肉中の放射性セシウム分析 

南谷臣昭，永井宏幸，中村昌司，大塚公人，坂井至

通（岐阜県保健環境研究所） 

第103回日本食品衛生学会学術講演会，2012年5月，

東京 

 

○腸管出血性大腸O157:H7 に対するウシ唾液中のIgA

抗体価と感染のスクリーニング 

森 裕志，所 俊志，ネリ パオラ，杉山剛志（岐阜

薬科大学），白木 豊（岐阜県保健環境研究所） 

第 16 回腸管出血性大腸菌感染症研究会，2012 年 7

月，秋田市 

 

○下水汚泥焼却灰から回収されたリン酸塩化合物のＶ

ＯＣガス分解特性 

西川治光, 岡 正人, 岡 隆史, 金森信厚, 佐々木正人

（岐阜県保健環境研究所）, 浅井直樹, 下道寛之，大

山 遼（太平化学産業），白井 孝，Deepak K. P.，

藤 正督（名古屋工業大学） 

第22回無機リン化学討論会，2012年9月，神戸市 

 

○ネオニコチノイド系殺虫剤イミダクロプリドのイム

ノクロマト分析法開発 

永井宏幸，南谷臣昭，中村昌司，後藤黄太郎（岐阜

県保健環境研究所） 

第 104 回 日本食品衛生学会学術講演会，2012 年 9

月，岡山市 

 

○安定同位体追跡法を用いた脂肪細胞代謝制御機構の

解析 

永井宏幸（岐阜県保健環境研究所），後藤 剛，高

橋信之，河田照雄（京都大学） 

第33回日本肥満学会，2012年10月，京都市 

 

○クロルフィル構成分子phytol 摂取はPPARαを活性

化し，肥満に伴う代謝異常症の発症を抑制する 

山國加成衣，安 芝英，後藤 剛，高橋春弥，永井宏

幸，金 英一，中田理恵子，井上裕康，高橋信之，

河田照雄（京都大学），永井宏幸（岐阜県保健環境

研究所） 

第33回日本肥満学会，2012年10月，京都市 

 

○キノコ及び魚における中毒原因物質（高極性）の分

析法 

多田裕之，南谷臣昭，神山恵理奈，吉田一郎，河村 

博（岐阜県保健環境研究所） 

第 49 回全国衛生化学技術協議会年会， 2012 年 11

月，高松市 

 

○有毒植物の誤食による最近の中毒事例について 

－コバイケイソウ、ハシリドコロによる中毒－ 

南谷臣昭，永井宏幸，中村昌司，多田裕之，後藤黄

太郎（岐阜県保健環境研究所） 

第49回全国衛生化学技術協議会年会，2012年11月，

高松市 

 

○LC-MS/MS による魚介類等の高極性中毒原因物質の

迅速分析法 

多田裕之，南谷臣昭，神山恵理奈，吉田一郎，河村 

博（岐阜県保健環境研究所） 

第45回東海薬剤師学術大会，2012年12月，名古屋

市 

 

○河川で検出されたテトラクロロエチレンについて 

岡 正人，岡 隆史，佐々木正人，金森信厚（岐阜

県保健環境研究所） 

第 27 回 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部

研究会，2013年1月，金沢市 

 

○下水汚泥から回収されたリン資源による脱色性能評

価について（第２報） 

佐々木正人，金森信厚，岡 隆史，岡 正人，西川

治光（岐阜県保健環境研究所） 

第 27 回 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部

研究会，2013年1月，金沢市 

 

○岐阜県における浮遊粒子所物質中の水溶性成分の特

徴 

三原利之（岐阜県保健環境研究所） 

第 27 回 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部

研究会，2013年1月，金沢市 

 

○岐阜県における違法ドラッグの検査結果について 

神山恵理奈，吉田一郎，多田裕之，河村 博（岐阜

県保健環境研究所） 

平成 24 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸

支部衛生化学部会，2013年2月，名古屋市 

 

○岐阜県におけるアレルギー物質表示違反事例につい
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て 

永井宏幸，南谷臣昭，中村昌司，後藤黄太郎（岐阜

県保健環境研究所） 

平成 24 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸

支部衛生化学部会，2013年2月，名古屋市 

 

○岐阜県における平成 24 年食中毒発生状況及び腸管

系病原細菌検出状況 

白木 豊（岐阜県保健環境研究所） 

平成 24 年度地方衛生研究所全国協議会東海北陸支

部微生物部会，2013年3月，鈴鹿市 

 

○岐阜県におけるインフルエンザの流行（2012/2013

シーズン） 

葛口 剛（岐阜県保健環境研究所） 

平成 24 年度地方衛生研究所全国協議会東海北陸支

部微生物部会，2013年3月，鈴鹿市 

 

○感染症発生動向調査（2012年 岐阜県） 

葛口 剛（岐阜県保健環境研究所） 

平成 24 年度地方衛生研究所全国協議会東海北陸支

部微生物部会，2013年3月，鈴鹿市 

 

○岐阜県におけるノロウイルスの検出状況 

酢谷奈津（岐阜県保健環境研究所） 

平成 24 年度地方衛生研究所全国協議会東海北陸支

部微生物部会，2013年3月，鈴鹿市 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 業 務 概 要 
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1 沿  革 

 

昭和 23年 3月  衛生研究所開設（岐阜市司町 県庁内） 

   26 年 8月  衛生研究所新築移転（岐阜市八ツ梅町） 

   40 年 4月  衛生研究所に公害研究センターを新設 

   43 年 4月  衛生研究所に公害研究所を付置 

   45 年 3月  衛生研究所新築移転（岐阜市野一色） 

   45 年 4月  公害研究所，衛生部より企画開発部へ所管換 

   47 年 4月  公害研究所，企画開発部より環境局へ所管換 

   48 年 4月  衛生研究所に薬事指導所を付置 

   49 年 12月  公害研究所移転（岐阜市薮田） 

   57 年 4月  公害研究所，環境部より生活環境部へ所管換 

   58 年 4月  衛生研究所は衛生部より，公害研究所は生活環境部より衛生環境部へ所管換 

平成  5年 4月  衛生研究所と公害研究所が組織統合により保健環境研究所に改称 

      8 年  4月    保健環境研究所，衛生環境部より総務部に所管換 

     10 年  4月    保健環境研究所，総務部より知事公室に所管換 

     11 年 4月    薬事指導所を廃止 

     11 年  8月    保健環境研究所新築移転（各務原市那加不動丘 1－1 健康科学センタ－内） 

     18 年  4月  保健環境研究所，知事公室より総合企画部に所管換 

     19 年 4月    健康科学担当を廃止 

     20 年 4月  食品安全検査センターを新設 

   22 年 4月  保健環境研究所，総合企画部より健康福祉部に所管換 

 

 

2 運営概要 

 

2.1 組 織 

 
総務課 

 
管理調整係 

 

 

 

  

保健科学部 
 

 

 

 

所  長 
 

生活科学部 
 

 

 

 
環境科学部 

 

 

 

食品安全検査センター 
 

 

2.2  職 員 数 

（平成 25年 3月 31日現在）     

区  分 定 数 実人員 
実  人  員  内  訳 

所 長 管 理 監 課    長 総 務 課 保健科学部 生活科学部 環境科学部 食品安全検査ｾﾝﾀ- 

事   務     4    4        1   3     

技    術    23    23   1            6   4    8    4 

非 常 勤 専 門 職        7    7         2       3    2 

計    34    34   1        1   3    8    4   11    6 
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2.3  分掌事務 

 総 務 課 

 ・職員の人事服務に関すること. 

 ・予算の編成，執行及び決算に関すること. 

  ・岐阜保健所との連絡調整等に関すること. 

  ・岐阜県健康科学センタ－（共用部分）の活用に関すること. 

 ・県有財産及び物品の維持管理に関すること. 

 ・検査手数料の徴収に関すること. 

 

 保健科学部 

 ・感染症発生動向調査事業（ウイルス及び細菌）の検査及び調査研究に関すること. 

 ・インフルエンザの検査及び調査研究に関すること. 

 ・ウイルス性食中毒の検査及び調査研究に関すること. 

  ・感染症流行予測調査に関すること. 

 ・つつが虫病等リケッチア感染症の血清学的検査及び調査研究に関すること. 

 ・細菌性食中毒の検査及び調査研究に関すること. 

 ・三類感染症の検査及び調査研究に関すること. 

 ・レジオネラの検査及び調査研究に関すること. 

 ・食品，薬品，飲料水等の細菌学的検査及び調査研究に関すること. 

 ・クリプトスポリジウムの検査に関すること. 

 ・バイオテロに関する検査に関すること. 

 ・不明疾患の検査及び調査研究に関すること. 

 ・保健所検査担当者の技術研修に関すること. 

 

 生活科学部 

 ・医薬品に係る検査及び調査研究に関すること. 

 ・医薬部外品に係る検査及び調査研究に関すること. 

 ・化粧品に係る検査及び調査研究に関すること. 

 ・医療機器に係る検査及び調査研究に関すること. 

 ・医薬品等の生産技術及びＧＭＰバリデーションに関すること. 

 ・薬物乱用防止に係る検査及び調査研究に関すること. 

  ・家庭用品の検査及び調査研究に関すること. 

 ・衛生動物及び昆虫の同定・駆除に係る調査研究に関すること. 

  ・連携大学院の運営及び活用に関すること. 

 

  環境科学部 

 ・環境放射能の測定及び調査研究に関すること. 

 ・大気環境監視テレメータシステムの管理運営に関すること. 

 ・大気環境測定車による環境大気の測定調査に関すること. 

 ・ばい煙，粉じん等発生源についての調査研究に関すること. 

 ・臭気対策技術の調査研究に関すること. 

  ・国設酸性雨測定所の管理に関すること. 

 ・東アジア酸性雨モニタリングネットワークに係る調査及び測定に関すること. 

  ・地下水，河川水等の検査及び調査研究に関すること. 

  ・未規制化学物質の測定調査に関すること. 

 ・ダイオキシン類等微量化学物質の測定及び調査研究に関すること. 

 ・一般廃棄物及び産業廃棄物の調査研究に関すること. 
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 ・廃棄物の処理技術，再資源化の調査研究に関すること. 

 

 食品安全検査センター 

  ・食品中の残留農薬・残留抗菌剤等に係る検査及び調査研究に関すること． 

 ・農薬の新規検査法の確立に関すること． 

 ・食品添加物の検査及び調査研究に関すること． 

 ・食品中のＰＣＢ・重金属に係る検査に関すること． 

 ・食品中のアフラトキシンの検査に関すること． 

  ・食品用器具及び容器包装の検査に関すること. 

 ・食品に係る健康危機事案及び苦情食品の検査に関すること． 

  ・保健所検査担当者の技術研修に関すること． 
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2.4  職員名簿 

                                    （平成 25年 3月 31日現在） 

部 課 名 補   職   名 氏      名 備      考 

   所     長    緒 方 勇 人   

 総 務 課 

 

  課   長 

  課 長 補 佐      

  主     査 

     同 

田 原    充 

川 島 真 澄 

柴 山 敬 子 

高 田 知 幸 

  

25.4.1異動 

 

 保健科学部 

 

   部長研究員兼部長 

   主任専門研究員 

  専門研究員 

       同 

  主任研究員 

小 林  香 夫 

白 木     豊 

葛 口     剛 

野 田  万希子 

酢 谷 奈 津 

  

 

 

 

 生活科学部 

 

 

  部   長 

   主任専門研究員 

  専門研究員 

     同 

河 村    博 

多 田  裕 之 

吉 田  一 郎 

神 山  恵理奈 

25.3.31退職 

 

25.3.31退職 

 環境科学部 

 

  部長研究員兼部長 

   主任専門研究員 

   専門研究員 

主任研究員 

       同 

       同 

       同 

    同 

林   弘一郎 

岡     正 人 

岡   隆 史 

佐々木 正 人 

三 原  利 之 

鈴 木 崇 稔 

金 森  信 厚 

高 島 輝 男 

  

 

 

 

 

 食品安全検査 

 センター 

 

   センター長 

   主任専門研究員 

   主任研究員 

   研 究 員 

後 藤  黄太郎 

中 村 昌 司 

永 井 宏 幸 

南 谷 臣 昭 

 

 

    研 究 員 門 倉  由紀子 休職，25.4.1復職 

 

 

   衛生環境技術指導員 

       同 

      同 

   環境検査業務専門職 

      同 

  衛生検査業務専門職 

      同 

猿 渡 正 子 

西 川 治 光 

大 塚 公 人 

田 中   耕 

原    信 行 

山 口 多 香 

木 村 彩 子 

25.3.31退職 

25.3.31退職 

 

 

  

25.3.31退職 

25.3.31退職 
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2.5  歳入及び歳出 

 ［歳  入］                                                                         単位：円 

名     称 収 入 額 備   考 

  健康科学センター使用料 

    財産貸付収入 

  労働保険料等納付金 

  雑入（目的外使用料管理費外） 

 

                 67,762 

                627,666  

        122,122 

              1,237,371 

 

 

 

 

 

計               2,054,921  

 

 ［歳  出］                                                                         単位：円 

款 項 目 節 決  算  額 備     考 

  一般管理費 

  会計管理費 

財産管理費 

地域振興対策費 

  科学技術振興費 

    医務費 

  保健環境研究費 

    保健所費 

  食品衛生指導費 

  生活衛生指導費 

  感染症予防費 

  薬務費 

  水道費 

  環境管理推進費 

  公害対策費 

    農業振興費 

   

              1,843,203 

                923,209 

500,000 

                 27,462 

12,085,500 

                316,531 

            133,929,869 

                470,000 

             34,195,996 

                624,352 

              2,385,713 

              2,072,241 

                191,744 

              1,673,999 

             18,189,846 

                54,000 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計             209,483,665  
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2.6  土地建物・施設 

 

  1) 土 地 

        所在地：各務原市那加不動丘 1-1 

        面 積： 12,320.63ｍ２ 

 

  2)  建 物 

 

 室    名 面積（ｍ２） 

 屋上機械室        61.86 

５ Ｆ 

 

 

 遺伝子解析実験室・安全実験室・血清研究室・無菌室 

 ウィルス研究室・培地調製室・細菌研究室・低温機器室 

 暗室・滅菌洗浄室・カンファレンスルーム 

      985.55 

 

 

４ Ｆ 

 

 

 

 抗菌剤自然毒研究室・食品添加物研究室・薬品研究室 

 残留農薬研究室・バイオサイエンス研究室・遮光実験室 

 生活衛生研究室・生薬鑑定種子保存室・共通機器室 

 低温機器室・低温保存室・カンファレンスルーム 

      985.55 

 

 

 

３ Ｆ 

 

 

 地球環境研究室・廃棄物研究室・蒸留水電気炉室 

 大気研究室・官能試験室・臭気研究室・共通機器室 

 恒温恒湿実験室・ドラフト室・カンファレンスルーム 

      985.55 

 

 

２ Ｆ 

 

 水質研究室・揮発性物質前処理室・低温保存室 

 動物実験室・共通機器室 

    1,861.89 

 

１ Ｆ 

 

 

 所長室・テレメーター室・微量化学物質分析室 

 環境放射能研究室・総務課事務室・会議室・図書室・書庫 

 情報コーナー 

    1,837.71 

 

 

小 計    (6,718.11) 

   共通部分  ハイビジョンシアター・レファレンスホール     1,243.91 

  保健所棟     1,877.57 

  別棟（車庫）       135.22 

小 計    (3,256.70) 

合 計     9,974.81 

 



岐阜県保健環境研究所報 第 21 号（2013） 

- 35 - 

3  研究及び検査の概要 

 

3.1  保健科学部  

3.1.1  調査研究 

 1) 腸管出血性大腸菌の迅速・簡便な分子疫学解析法の検討に関する研究 

（平成 21年度～24 年度） 

感染症や食中毒の発生時には，感染源・感染経路を解明するため，菌の遺伝子型を利用した疫学解析（分子疫

学解析）が行われ，手法としてパルスフィールドゲル電気泳動法（PFGE 法）が一般に用いられている．しかし P

FGE法は，検査に数日を要すること，手技が煩雑で熟練を要すること，再現性がやや劣るなどの問題点があった．

このため近年，PCR 法をベースとした迅速・簡便な方法が開発され，その有用性が検討されている．特に腸管出

血性大腸菌感染症では，全国的な増加や広域流通食品による食中毒の発生が問題となるなど，分子疫学解析の重

要性が増しており，より迅速・簡便でかつ解析能力の高い検査体制の整備が求められている．そこで，これらの

新しい検査法や PFGE法の改良法などいくつかの手法について，その有用性や問題点の比較を行うことを目的と

した検討を開始した． 

平成 24 年度は，細菌の DNAに存在する縦列反復塩基配列を利用した Multiple-Locus Variable-Number Tande

m-Repeats Analysis（MLVA）法と IS-printing 法の結果解釈に役立てることを目的として，O157 菌株 3株を試

験管の系で継代培養することによって現れるパターンの変化を比較した．その結果，100回継代で現れるパター

ンの変化は PFGE 法でバンド差 7本以内，MLVA法で 9遺伝子座中 2遺伝子座，IS-printing 法で 36 か所中 6 ヶ所

（遺伝的変異回数 2回）の違いであった．4年間の検討の結果，MLVA 法は PFGE 法よりも迅速・簡便，かつ高い

識別能力を持っていることが判明した．IS-printing 法も迅速・簡便ではあるが識別能力が PFGE法や MLVA 法と

比較すると低いため，総合的に判断して MLVA 法が優れていた． 

 

 2) ウイルス感染症における重複感染の実態調査と主因病原体解明に関する研究 

（平成 21年度～24 年度） 

感染症の原因特定時に，複数の病原体を検出する事例がある．複数の病原体の検出事例の頻度，及び重複感染

の起こる背景を把握するとともに，主因病原体を特定することを目的とし，多種のウイルスを検査対象として遺

伝子検索を行い，重複感染の実態を調査した．平成 24 年度，県内 15定点病院において採取された 102検体につ

いて，ウイルス分離・同定試験と遺伝子検索を行ったところ，重複感染疑い事例は見られなかった． 

ノロウイルスは感染力が強く，ごく少量のウイルス摂取でも発症し，激しい嘔吐・下痢等の食中毒症状を呈す

る．感染者の吐物及び便には大量のウイルスが含まれること，症状軽減後もしばらくはウイルスが排出されるこ

とから，感染者が気付かないうちに食材や施設を汚染する危険性は高く，ウイルスに感染していた調理従事者か

らの二次的感染が疑われる事例は少なくない．本研究では，食中毒事例及び集団胃腸炎事例発生時に調理施設・

福祉施設の拭き取り検査などの汚染実態調査を積極的に行い，今後の食品衛生・感染症予防分野に役立てること

を目的としている．平成 24年度は，拭き取り 58 検体，食品 56検体について検査を行ったところ，拭き取り１

検体および食品 2検体からノロウイルス遺伝子が検出された． 

 

 3) 厚生労働科学研究費補助金による研究事業 

新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「食品由来感染症探知システムの構築に関する研究」に研究

協力者として参加し，調査研究を行った． 

 

3.1.2  行政検査 

  ［ウイルス関係］ 

  1) 感染症流行予測調査 

    ①ポリオ感染源調査 

健康者の糞便 59 検体について，RD18s 細胞，及び HeLa 細胞を用いてウイルス分離を実施した. ポリオウイ

ルスは今回分離されず，コクサッキーウイルス A4型が６例，コクサッキーウイルス A9型が５例，アデノウイ
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ルス２型が２例，コクサッキーウイルス A4 型とコクサッキーウイルス A9 型の重複が２例分離・同定され，６

例から分離されたウイルスについては同定できなかった． 

  ②インフルエンザ感染源調査 

ブタ鼻腔拭い 100検体について，MDCK細胞を用いてインフルエンザウイルス分離を実施したが，インフル

エンザウイルスは分離されなかった． 

   

  2) 不明疾患 

本年度は集団かぜ 7事例（県下 7保健所初発），集団胃腸炎 1事例およびＡ型肝炎ウイルス患者検体について，

咽頭うがい液 54検体，糞便 13検体のウイルス検索を実施した（表 1）． 

集団かぜ７事例中 4事例・11検体からインフルエンザウイルスＡ香港型を,2事例 4検体からインフルエンザ

ウイルスＢ型を分離同定した．集団胃腸炎事例では糞便 11検体からＣ群ロタウイルス遺伝子を検出し，Ａ型肝

炎患者検体からはＡ型肝炎ウイルス遺伝子を検出した． 

 

表１ ウイルス検索結果 

受付 

No 

発生年月日 

(受付年月日) 
対象疾病 管轄保健所 検 体 数 分離・検出ウイルス 

検出 

数 

1 24. 4.25 Ａ型肝炎 飛騨保健所 糞  便 1  Ａ型肝炎ウイルス 1  

2 24. 5.22 集団胃腸炎 飛騨保健所 糞  便 12  Ｃ群ロタウイルス 11  

3 24.12.20 集団かぜ 関保健所 咽頭うがい液 10  インフルエンザウイルスＢ型 3  

4 24.12.25 集団かぜ 飛騨保健所 咽頭うがい液 10  インフルエンザウイルスＡ香港型 3  

5 25. 1.15 集団かぜ 岐阜保健所 咽頭うがい液 5  インフルエンザウイルスＡ香港型 2  

6 25. 1.15 集団かぜ 中濃保健所 咽頭うがい液 10  インフルエンザウイルスＢ型 1  

7 25. 1.15 集団かぜ 西濃保健所 咽頭うがい液 4  インフルエンザウイルスＡ香港型 1  

8 25. 1.15 集団かぜ 恵那保健所 咽頭うがい液 7  インフルエンザウイルスＡ香港型 5  

9 25. 1.17 集団かぜ 東濃保健所 咽頭うがい液 8  不検出 0  

合      計 67   27  

 

  3) 結核・感染症発生動向調査事業におけるウイルス検査 

1. 当該事業のうち，ウイルス検査及び検査情報の提供，また，毎月開催される感染症サーベイランス解析小

委員会に参画した．検査結果は，地方感染症情報センター，各保健所，医療機関に報告し，ウイルスが分離，

同定されたときは国立感染症研究所に報告した． 

2. 患者数 49名，検体 102件について検査した結果，インフルエンザウイルスＡ香港型が 15 検体，インフル

エンザウイルスＢ型が 5検体，エコーウイルス 6型が 2検体から分離・同定された． 

また，遺伝子検査において，インフルエンザウイルスＡ香港型が 35検体，インフルエンザウイルスＢ型が

10検体，ノロウイルス GⅡ，マイコプラズマが 2検体，ヒトパルボウイルス B19，サポウイルス，チクング

ニアウイルスがそれぞれ 1検体から検出された． 

3. 4 類感染症（リケッチア感染症疑い）の 2検体（1人分）について，遺伝子増幅法による検査を実施した．

結果は全てからツツガムシ（Kawasaki 型）遺伝子を検出した． 

 

  4) ウイルス性食中毒・集団胃腸炎発生原因検査 

ノロウイルス遺伝子検出を RT-PCR法にて実施した． 確認検査はTaqManリアルタイム PCR法を用いた（表 2）．

また，ノロウイルスが検出されなかった 1事例に対し，他の食中毒原因ウイルスの遺伝子検出を実施した(表 2

；受付 No.2)． 
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表 2 ウイルス性食中毒検査状況 

受付No 受付年月日 管轄保健所 検査材料 検体数 RT-PCR検出数 確認検査陽性数 他ウイルス検索 

1   24. 4.26  中濃保健所 PCR産物    1         1  

2#   24. 5.28  西濃保健所 抽出RNA 

糞 便 

   1 

  1 

      0                1 

    1 

3   24. 6. 8  西濃保健所 PCR産物    3         3  

4   24. 6.25  揖斐センター PCR産物    1         1  

5   24. 9.12  岐阜保健所 PCR産物    1         1  

6   24. 9.20  西濃保健所 PCR産物    1         1  

7   24.11.27  東濃保健所 PCR産物    1               1  

8   24.12.12  東濃保健所 PCR産物    1         1  

9   24.12.14  飛騨保健所 PCR産物 

拭き取り 

  13 

   7 

       

      0 

      13  

10   24.12.21  中濃保健所 PCR産物    5               5  

11   24.12.27   関 保健所 

 中濃保健所 

 飛騨保健所 

PCR産物    8 

   1 

   3 

        8 

       1 

       3 

 

12   25. 1.21  岐阜保健所 

 恵那保健所 

PCR産物 

 

拭き取り 

   1 

   1 

  10 

 

 

      1 

       1 

       1 

       1 

 

13   25. 1.24  飛騨保健所 PCR産物    1         1  

14   25. 1.24  岐阜保健所 PCR産物 

拭き取り 

  13 

  10 

       

      0 

      12  

15   25. 1.29  岐阜保健所 PCR産物 

拭き取り 

食 品 

   2 

   7 

  48 

      

      0 

      1 

       2 

 

       1 

 

16   25. 2. 8  郡上センター PCR産物 

拭き取り 

   3 

   6 

 

      0 

       3  

17   25. 2.26  関保健所 PCR産物 

拭き取り 

   6 

   7 

 

      0 

       6  

18   25. 2.26  中濃保健所 PCR産物 

拭き取り 

  11 

   6 

 

      0 

      11  

19   25. 3.11  西濃保健所 PCR産物 

拭き取り 

食 品 

   3 

   5 

   8 

 

      0 

      1 

       3 

        

       1 

 

 

20   25. 3.16  中濃保健所 PCR産物   10        10  

小  計 

 

 

 

 

PCR産物 

抽出RNA 

糞 便 

拭き取り 

食 品 

  90 

   1 

   1 

  58 

  56 

 

      0 

 

      1 

      2 

      89 

 

        

       1 

       2 

 

    1 

    1 

合  計    206       3       92        2 

＃ ウイルス陰性事例，後に食中毒原因細菌検出 
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  5) 新型インフルエンザ検査（重症サーベイランス） 

2009 年に大流行した新型インフルエンザについて，厚生労働省からの通知に基づく「インフルエンザ重症サ

ーベイランス」による遺伝子検査については検体搬入がなかった． 

 

  6) 新型インフルエンザにおける抗インフルエンザ薬剤耐性検査 

国立感染症研究所からの依頼に基づいた「新型インフルエンザの抗インフルエンザ薬剤耐性スクリーニング検

査」については，今年度インフルエンザウイルス(H1N1)2009 が検出されなかったため，実施できなかった． 

 

  7) 麻疹遺伝子検査 

厚生労働省の通知に基づき，麻疹の遺伝子全数検査を行った．8人分 15 検体について麻疹および風疹遺伝子

の検出を行ったが，どちらのウイルス遺伝子も検出されなかった． 

 

  ［細菌関係］ 

  1) 細菌性食中毒 

保健所からの検査依頼事例（疑い含む）を表 3に示した． 

 

表 3 細菌性食中毒（疑い含む）検査状況 

事例 

No. 

発生 

年月日 

保健所 

 

菌名 または 

検査材料 

菌株数 

（検体数） 

検 査 項 目 

 

1 24. 5. 4 東濃 カンピロバクター 3 (3) 同定 

2 24. 5.16 岐阜 カンピロバクター 8 (4) 同定 

3 24. 5.25 西濃 腸炎ビブリオ 3 (1) 同定，血清型別，毒素遺伝子検出 

4 24. 6. 9 中濃 食品 (1) クドア・セプテンプンクタータの検出 

（顕微鏡検査による定量，遺伝子検出） 

5 24. 6.16 西濃 カンピロバクター 15 (5) 同定 

6 24. 6.22 東濃 カンピロバクター 33 (11) 同定 

7 24. 7.24 東濃 カンピロバクター 6 (2) 同定 

8 24. 8. 3 岐阜 カンピロバクター 18 (6) 同定 

9 24. 8. 9 西濃揖斐ｾﾝﾀｰ カンピロバクター 3 (1) 同定 

10 不明 西濃 サルモネラ 1 (1) 同定，血清型別 

11 24. 8.28 西濃 サルモネラ 3 (3) 同定，血清型別 

12 24. 9. 6 東濃 カンピロバクター 21 (7) 同定 

13 24.10.11 岐阜 セレウス菌 2 (1) 下痢毒の検出 

14 24.10.18 岐阜 

東濃 

サルモネラ 

サルモネラ 

3 (3) 

11 (11) 

同定，血清型別 

同定，血清型別 

15 24.10.17 岐阜 カンピロバクター 9 (3) 同定 

16 24.11. 3 岐阜 カンピロバクター 18 (6) 同定 

17 24.11.18 岐阜 

 

 

岐阜 

食品 

 

 

黄色ブドウ球菌 

(1) 

 

 

4 (3) 

クドア・セプテンプンクタータの検出 

（遺伝子検出） 

シークエンスによる同定 

エンテロトキシン遺伝子の検出 

コアグラーゼ型別 

18 24.12. 2 岐阜 

岐阜 

カンピロバクター 

サルモネラ 

21 (7) 

4 (3)* 

同定 

同定，血清型別 

合  計 186 (83)  

                                                 *うち 2検体はカンピロバクターも検出 
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2) レジオネラ属菌実態調査 

県内入浴施設等の浴槽水 34検体由来のレジオネラ属菌 173株について，同定検査及び血清型別検査を実施し 

た．その結果，32検体から Legionella pneumophila が検出された．血清型は，血清群 6（13検体），血清群 5

（11 検体）及び血清群 1（6検体）が多かった． 

 

  3) レジオネラ症患者発生に伴う検査 

レジオネラ症患者発生に伴う保健所の調査において，患者利用施設の浴槽水等から検出されたレジオネラ属菌

85株（6事例）について同定検査及び血清型別検査を実施した.  

 

 4) 三類感染症の検査 

チフス菌 1株及び赤痢菌 1株について同定検査及び血清型別検査を実施した．また腸管出血性大腸菌 54株に

ついて同定検査，血清型別検査，及び志賀毒素検査を実施した．血清型別検査の結果は，赤痢菌が S. sonnei，

腸管出血性大腸菌は O157:H7 が 25 株，O111:H-が 19株，O26:H11 が 6 株，また O26:H-，O103:H2，O121:H19，及

び O145:H-が各 1株であった．腸管出血性大腸菌では，託児所において発生のあった O111:H-による集団感染事

例等の株について，パルスフィールドゲル電気泳動による疫学解析を行った． 

 

  5) 結核・感染症発生動向調査事業による細菌検査 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2検体，ライム病 2検体，類鼻疽 2 検体，及び細菌性髄膜炎 1検体の検査を実

施した．なお検査の一部は，国立感染症研究所へ依頼した． 

 

 6) 結核菌の保存 

集団感染の疑いで保健所から RFLP 検査の依頼があった 5件，10株の結核菌について，（公財）結核予防会結

核研究所への検査依頼及び菌株の保存を行った． 

 

 7) 無菌試験 

医療機器一斉監視指導に係わる収去検査において，ソフトコンタクトレンズ，メス等 6製品 7検体の無菌試験

を実施した． 

 

 8) 業態者検便由来株の検査 

業態者検便において検出されたサルモネラ属菌 2株について，同定検査及び血清型別検査を実施した． 

 

 

3.2  生活科学部 

3.2.1  調査研究 

  1) 有毒植物誤食中毒における原因物質究明マニュアル構築に関する研究 

（平成 23年度～24 年度） 

山間部が多い本県は，山菜，キノコの宝庫であり，これらの採取時に誤って有毒植物を食し中毒となる事案が

散発している．当該中毒時には，速やかに原因植物を特定し対応しなければ，生命に関わることも懸念される． 

有毒植物等を特定するための検査には，標準物質の入手が不可欠であり，これらを事前に整備しておく必要が

ある．平成 23 年度は入手可能な標準品を整備し，LC-MS/MS による分析条件の確立及び独自マススペクトルのデ

ータベースを作成した．本データベースは，将来的には他の公的検査機関と連携し，相互に利用できれば，標準

品がなくても迅速に原因植物等の究明が可能となる．平成 24 年度では，有毒山野草の中毒成分を LC-MS/MS によ

り同定・定量する方法を整備し，県内に自生していたスイセン，ヒガンバナ，トリカブト，コバイケイソウ，ハ

シリドコロのアルカロイド毒についてその含有量を調査した．また,中毒事例の多いキノコ及び重篤な被害を及

ぼすキノコの中毒原因成分（イルージン S，ムスカリン，ムッシモール，アマニチン，ファロイジン）について，

LC-MS/MS による簡便で迅速な分析方法を確立した． 
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  2) レジオネラ属菌の汚染状況把握・迅速検査法及び殺菌除去方法に関する研究 

（平成 23年度～25 年度） 

レジオネラ症の起因菌であるレジオネラ属菌は，浴槽水などの人工環境水中に高率に生存しており，有効な殺

菌除去方法が求められている．入浴施設におけるレジオネラ属菌対策は，設備構造と維持管理の両面からの対策

が必須とされており，日常的には次亜塩素酸ナトリウムによる塩素消毒が行われているが，塩素消毒には，残留

塩素濃度維持の不安定性，水質による殺菌効果の低下，臭気の発生などの問題点がある．そこで，入浴施設の維

持管理指導において実務上参考となるようなデータを得るために，塩素消毒殺菌に及ぼす水質の影響，薬剤の殺

菌効果等について検討を行った. 

 

  3) 連携大学院  

岐阜薬科大学及び保健環境研究所との連携大学院の事業に関して，平成 24年３月 21日付けで「岐阜薬科大学

及び岐阜県保健環境研究所の大学院教育研究協力に関する協定書」，「岐阜薬科大学及び岐阜県保健環境研究所

の大学院教育研究協力に関する協定書に関わる覚書」及び「岐阜薬科大学大学院学生研究指導に関する申し合わ

せ」を再度締結し，大学院生に対する研究指導及び研修指導の内容を明確化した. 

 

3.2.2  行政検査 

  ［薬品関係］ 

  1) 医薬品等一斉取締における規格試験 

ドンペリドンを含有する医療用医薬品について， 県内の医薬品卸売販売業者から収去した錠剤 14製品（先発

医薬品１製品，後発医薬品 13製品）及びドライシロップ 5製品（先発医薬品 1製品，後発医薬品 4製品）の溶

出試験を実施した．その結果，全て規格に適合していた. 

 

  2) 医療機器一斉監視指導における収去検査 

県内で製造されている医療機器の監視として，ソフトコンタクトレンズ 2製品，ステープル 1製品，メス 2製

品，綿球 1製品の外観試験及び無菌試験を実施した．その結果，全て規格に適合していた． 

 

 3) 無承認無許可医薬品に係る医薬品成分等の試験 

いわゆる健康食品と称する無承認無許可医薬品の監視として，県内のドラッグストアより買上された痩身目的

の健康食品 10製品（10検体）及び滋養強壮目的の健康食品 10製品（11検体）について, LC-MS/MS により検査

を実施した．痩身目的の検体については，マジンドール，フェンフルラミン，オーリスタット，ヒドロクロロチ

アジド等 16成分の検査（定量試験延べ 160 項目）を，滋養強壮目的の検体については，ヨヒンビン,シルデナフ

ィル, バルデナフィル, タダラフィル等 10成分の検査（定量試験延べ 110項目）を実施したところ，２検体か

らセンノシドが検出されたが，他の項目については検出されなかった． 

 

  4) 大麻草の有毒成分等の試験 

県内大麻草栽培者から，種子採取用に残された大麻草 110検体を収去し，幻覚成分であるΔ9-テトラヒドロカ

ンナビノール及び幻覚作用を有しないカンナビジオール（定量試験 220項目）の試験を実施した． 

 

  5) 登録試験検査機関における外部精度管理 

アセトアミノフェン錠（200 mg）2検体について，製剤均一性試験及び定量を実施した． 

 

6) 違法ドラッグに係る検査 

県内の販売店より買上げした 5製品（ハーブ形態 4，アロマリキッド形態 1）及び任意提出された 6製品（ハ

ーブ形態）について，亜硝酸エステル類を除く指定薬物（買上げした製品については 67物質，任意提出された

製品については 92物質）及び麻薬である MDPVの検査を実施したところ，買上げした 5製品からは指定薬物等は

検出されなかったが，任意提出された 6製品から，1製品あたり数種類の指定薬物が検出された． 
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  ［生活衛生関係］ 

  1) 家庭用品試買検査  

県内で販売されている繊維製品，家庭用洗浄剤など家庭用品 56 検体について，有害物質の含有量試験等延べ

68項目の検査を実施した（表 4）．その結果，全て基準に適合していた． 

 

表4 家庭用品検査内訳 

検 体 検体数 検査項目 延べ項目数 

  乳幼児用繊維製品  よだれ掛け 10  ホルムアルデヒド 42 

 下着 7 

 寝衣 4 

 くつした 11 

 中衣 3 

 外衣 1 

 帽子 2 

寝具 4 

  乳幼児用以外の 

 繊維製品 

 くつした 3  ホルムアルデヒド 10 

 下着 5 

 寝衣 2 

  家庭用洗浄剤 2 水酸化カリウム又は水酸化ナト

リウム，容器試験（漏水試験，

落下試験，耐アルカリ性試験，

圧縮変形試験） 

10 

  家庭用エアゾル製品 2 メタノール，テトラクロロエチ

レン，トリクロロエチレン 

      6 

計 56 計 68 

 

  2) 衛生害虫関係の検査 

県内保健所からの依頼を受けて衛生害虫の鑑別を行った（5件）．その結果，それぞれの害虫はノシメマダラ

メイガ，ハンゲツオスナキグモ，コクヌストモドキ，ナガカメムシ科の一種，アシダカグモであると同定された． 

 

 

 

3.3  環境科学部 

3.3.1  調査研究 

1) 健康に影響する大気汚染物質等を輸送する気流の流跡線解析に関する研究 

（平成 23年度～24 年度） 

黄砂日における光化学オキシダント，浮遊粒子状物質及び微小粒子状物質の濃度の経時変化，風向風速他の気象デ

ータ等を調べた結果，県内における地域毎の大気汚染物質の傾向が異なることがわかった．また、光化学オキシダ

ント及び気温が夜間に上昇することがあり，気圧配置によって風速が大きくなったときに，大気汚染物質の移流及び

暖かい気流の影響の可能性があることがわかった． 

 

2) 下水汚泥等から回収されたリン資源の有効利用に関する研究（平成 24年度環境省環境研究総合推進費補助金） 

（平成 22年度～24 年度） 

世界的なリン資源の逼迫や主要産出国の輸出制限により，下水汚泥をはじめとする国内未利用・低利用資源か

らのリン回収・活用が強く求められている．このような状況下で，岐阜市の下水処理施設でもリンの資源として

の回収が始まっており，この回収物を工業用などさらに付加価値が高い用途への利用が可能になればリンのリサ

イクルは飛躍的に増加するものと期待される．そこで，岐阜市下水処理プラントにおいて下水汚泥焼却灰から回
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収されたリン化合物を，肥料以外のさらに付加価値の高い「環境浄化材料」として利用するため，主成分である

ヒドロキシアパタイト(HAp)の特性と機能を検討するとともに，大気汚染物質のひとつである揮発性有機ガスの

分解触媒または補助触媒材料としての有効性や，染色排水の吸着脱色材料としての有効性を検証した． 

その結果，加熱下においてヒドロキシアパタイトおよび回収リン化合物が揮発性有機ガスを酸化的に分解する

触媒機能があることを確認した．また，ヒドロキシアパタイトおよび回収リン化合物が直接染料溶液の脱色材と

しても利用できることがわかった． 

 

3) 岐阜県内の公共用水域における環境汚染物質の特定と現状把握に関する研究 

   ～河川等における油流出事故時の流出油類の判別に関する研究～ 

（平成 23年度～25 年度） 

公共用水域への油流出事故に関する事例において,少量の油が油膜状になっている場合,試料の量が極めて少

ないため油種の特定が困難である. そこで,油種判定に必要な油の標準データを収集し,ガスクロマトグラフ質

量分析計を用いて分析を行ったところ,少量の油であっても組成から油種の絞りこみが可能であることが分かっ

た.そこで,それぞれの油の特定に有効な分析法を検討している.また,河川に流出した少量の油の効率的な試料

採取法と前処理法の検討を行っている. 

 

 

3.3.2  委託調査 

1) 東アジア酸性雨モニタリング調査（環境省委託） 

伊自良湖が東アジア酸性雨モニタリングネットワークの生態影響調査地点に指定され，陸水調査，大気環境調

査及び降下物調査を実施した（表 5）. 

 

表 5 調査項目等の概要 

調査名 地 点 回 数 調  査  項  目 延項目数 

 陸水 

 

湖沼水 

河川 

  2 

  4 

 年4回 

 

  pH, EC, アルカリ度，Na＋，K＋，Ca2＋，Mg2＋, 
 SO4

2－，NO3
－，Cl－，Chl-a 等 

    680 

 湿性降下物 

 

   1 

 

 1週間毎 

 

  pH，EC，SO4
2－，NO3

－，Cl－，NH4
＋，K＋，Na＋，Ca2＋， 

Mg2＋ ，雨量 

    572 

 

 乾性降下物 

 

   1 

 

 毎時測定 

 

  NO，NO2 ，SO2 ，O3 ，PM10 

 気象データ（気温，湿度，風向，風速，日射量） 

  1,095 

 

 乾性降下物 

 （フィルターパック法） 

  1 

 

 2週間毎 

 

  NH3, HNO3, HCl, SO2, SO4
2－，NO3

－，Cl－，NH4
＋， 

  K＋，Na＋，Ca2＋，Mg2＋ 等 

   312 

 

 

 

2) 化学物質環境実態調査（環境省委託） 

環境中に残留している可能性のある化学物質の実態を把握するため，表６に示す調査を実施した. 

 

表 6 化学物質環境実態調査の概要 

調 査 名 調査地点 調  査  項  目 

モニタリング調査 (POPs条約対象物

質等の経年的なモニタリング調査) 

各務原市 

（岐阜県保健環境研究所) 

POPs等11物質群 

初期環境調査（PRTR制度候補物質等の

環境残留状況を把握するための調査） 

八兵衛橋 

（水門川，大垣市） 

1,2-ジブロモエタン，1-ブロモプロパン 
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3) 環境放射能水準調査（文部科学省委託） 

環境中における人工放射性物質の蓄積状況の把握及び住民の被曝線量の推定を主な目的として，平成 2年度か

ら調査を実施している.平成 24 年度における環境放射能測定の概要は表 7のとおりである．また，東日本大震災

による東京電力福島第一原子力発電所事故（福島原発事故）に伴うモニタリング強化の概要は表 8のとおりであ

り，異常値等は認められなかった． 

また，北朝鮮の核実験に伴うモニタリング強化の概要は表 9のとおりであり，異常値等は認められなかった． 

 

表 7 環境放射能水準調査内訳 

事 業 項 目 測定地点数 測  定  対  象 延測定回数 備  考 

全ベ－タ放射能測定調査    1  降水     55 降雨毎 

核種分析調査 

 

    7   

 

大気浮遊じん，降下物，土壌 

陸水(蛇口水)，精米，野菜，茶，

牛乳 

    25 

 

野菜は大根と 

ホウレン草 

モニタリングポストによる 

空間放射線量率調査 

   1   

 

大気（ガンマ線） 

 

    365 

 （連続） 

 

 

 

表 8 環境放射能水準調査内訳（福島原発事故に伴うモニタリング強化） 

事 業 項 目 測定地点数 測  定  対  象 延測定回数 備  考 

 核種分析調査     1   上水     4 3月に1回 

サーベイメータによる空間

放射線量率調査 

1 大気（ガンマ線）    12 毎月1回 

 

 

表 9 環境放射能水準調査内訳（北朝鮮の核実験に伴うモニタリング強化） 

事 業 項 目 測定地点数 測  定  対  象 延測定回数 備  考 

 核種分析調査     1   大気浮遊じん，降下物     18 2/13-2/21 

 

 

 

3.3.3  行政検査 

［大気関係］ 

1) 大気環境監視テレメータシステム    

県下 17 地点の大気環境自動測定局（自動車排出ガス測定局 4局を含む）において常時監視を行っている (表

10）. 平成 24年度の環境基準達成状況は，二酸化硫黄，浮遊粒子状物質及び二酸化窒素は全ての測定局におい

て基準を達成したが，光化学オキシダントは，前年度と同様に 12 局全てで環境基準値（1 時間値：0.06ppm 以下）

を超過した．また，微小粒子状物質は，3局が黄砂日に基準（１日平均値：35μg/m3 以下）を超過した．これ

ら各測定局の毎時データは，インターネットで公開している． 
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表 10 大気環境測定局及び測定項目一覧表 

 

地 域 

 

 

 

測 定 局 

名    称 

 

測          定          項          目 

二酸化 

硫黄 

 

浮遊粒

子状物

質 

窒素酸化物 光化学 

オキシ

ダント 

一酸化 

炭素 

 

炭化水素 微小粒

子状物

質 

風向

風速 一酸化

窒素 

二酸化

窒素 

非ﾒﾀ ﾝ    

 

メタン 

 

 

岐 阜 

 

 

 

岐 阜 中 央       ○ ○ ○ ○ ○    ○ ○ 

岐 阜 南 部       ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○  

岐 阜 北 部       ○ ○ ○ ○ ○    ○※2  

岐阜明徳自排  ○ ○ ○  ○     

各 務 原       ○ ○ ○ ○ ○    ○※1 ○ 

 

西濃・羽島 

 

 

大 垣 中 央       ○ ○ ○ ○ ○    ○※1 ○ 

大 垣 南 部       ○ ○ ○ ○ ○     ○ 

大 垣 自 排        ○ ○ ○      ○ 

羽    島 ○ ○ ○ ○ ○    ○※1 ○ 

 中 濃 

 

美 濃  可 茂       ○ ○ ○ ○ ○    ○※1 ○ 

可 児 自 排        ○ ○ ○     ○※1 ○ 

 

東  濃 

土 岐 自 排        ○ ○ ○     ○ ○ 

瑞        浪 ○ ○        ○ 

笠        原 ○ ○ ○ ○ ○    ○※1 ○ 

中 津 川       ○ ○ ○ ○ ○     ○ 

 飛 騨 

 

高 山       ○ ○ ○ ○ ○    ○※1 ○ 

乗     鞍 ○ ○ ○ ○ ○     ○ 

※1：平成24年4月1日  測定開始．      ※2：平成24年12月1日  測定開始．  

 

 

2) 大気環境測定車による調査 

大気環境測定車「あおぞら号」により，大気環境自動測定局未設置地域４地点における一般環境調査（表 11）

を実施した．乗鞍スカイライン（畳平）については，マイカー規制実施に伴う大気環境調査として実施している．

光化学オキシダントは，中濃総合庁舎及び関市役所において環境基準値（1時間値：0.06ppm 以下）を超過した． 

 

表 11 一般環境調査地点 

 

 

 

 

地 域 調 査 地 点  

 

 

 

中 濃 中濃総合庁舎 

関市役所 

東 濃 恵那文化センター 

飛 騨 乗鞍スカイライン(畳平) 

4地点（4市） 

 

 

 

   ［水質関係］ 

1) 水質環境基準監視測定（地下水） 

水質汚濁防止法第 16条１項の規定による水質測定計画に基づいて環境基準項目の測定(延べ項目数：1,209)

を実施した結果，基準値を超過した件数は，地下水のメッシュ調査（全項目）38 地点において 2件，メッシュ

調査（自然由来項目）13 地点において 0件，モニタリング調査 50地点において 42件であった（表 12）. 
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表 12 地下水の水質基準監視測定の概要 

振興局／ 

事務所 

メッシュ調査 

(全項目) 地点数 

メッシュ調査 

（自然由来項目）地点数 

モニタリング調査 

地点数 

延項目数 

 

岐阜振興局 

西濃振興局 

揖斐事務所 

中濃振興局 

中濃事務所 

東濃振興局 

恵那事務所 

飛騨振興局 

       8 

      6 

      2 

      5 

      2 

      0 

      7 

       8 

0 

0 

0 

2 

4 

1 

6 

0 

     9 

      6 

     0 

     9 

     6 

       11 

     5 

     4 

    225 

        168 

         54 

        164 

        101 

       22 

        254 

        221 

合 計         38 13         50      1,209 

 

 

 2) 河川及び土壌・地下水の汚染事故等による水質調査 

本巣市，大垣市，美濃加茂市，関市，郡上市，多治見市，恵那市及び中津川市における砒素，鉛，ほう素，六

価クロム，ベンゼン，ふっ素等による過去の土壌・地下水汚染事故の追跡調査（詳細調査）として，周辺の河川

水・地下水の水質検査(延件数：444件，延項目数：1,060)を実施した結果，全て環境基準値未満であった （表

13）． 

 

表 13 土壌・地下水汚染事故に伴う調査の概要 

振興局／ 

事務所 
市町村 件数 延項目数 測 定 項 目 

岐阜振興局 

西濃振興局 

中濃振興局 

中濃事務所 

 

東濃振興局 

 

恵那事務所 

本巣市 

 大垣市 

美濃加茂市 

 関市 

郡上市 

多治見市 

多治見市 

恵那市 

中津川市 

    55 

   287 

  57 

   8 

     9 

3 

     3 

21 

1 

     55 

    861 

     57 

      8 

      9 

      3 

      3 

63 

1 

砒素 

鉛，ほう素，六価クロム 

ベンゼン 

砒素 

砒素 

鉛 

砒素 

砒素，ほう素，ふっ素 

ニッケル 

合 計    444    1,060  

 

 

3) フェロシルトによる土壌汚染事故に伴う地下水・土壌調査 

本巣市におけるフェロシルト埋設地周辺の河川水・地下水調査及び土壌の溶出試験(延件数：17 件，延項目数

：34)を実施した結果，全て環境基準値未満であった. 

 

 

 

  ［廃棄物関係］ 

1) リサイクル認定製品調査 

岐阜県リサイクル認定製品について，社会的信頼性の確保に必要な安全性を確認するため，既認定製品及び新

規認定製品についての検査を実施した結果（表 14），全ての製品が環境基準を満たしていた． 
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表 14 リサイクル認定製品の調査概要 

製品の種類 検 体 数 延項目数 

既認定製品          36          350 

新規認定製品                7              80 

合  計            43             430 

 

 

［微量化学物質関係］ 

  1) ダイオキシン類モニタリング調査 

ダイオキシン類対策特別措置法第 26条第 1項の規定に基づき，県内の環境大気，河川水，地下水及び河川底

質中のダイオキシン類を測定した結果，全てが環境基準値未満であった（表 15）. 

 

表 15  ダイオキシン類モニタリング調査 

調査内容 地点数 検体数 

 

 一般 

 調査 

 

 

 環境大気       3      6 

 河川水        6        6 

 河川底質        5        5 

 地下水        3        3 

 発生源周辺土壌        0        0 

 追跡 

 調査 

 河川水        2        8 

 河川底質        2        2 

      合  計     21       30 

 

 

［放射能関係］ 

1) 水道水の放射性物質モニタリング検査 

県内の５水系を原水とする水道水について，安全性を確認するため，放射性物質モニタリング検査を実施した

（表 16）． 

 

表 16 水道水の放射性物質モニタリング検査の概要 

調査対象 水系数 延検体数 

浄水 5 60 

 

2) 東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質測定 

東京電力福島第一原子力発電所事故の県内への放射能影響を評価するため，核種分析を実施した（表 17）． 

 

表 17 東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質測定の概要 

  調  査  名 延検体数 

災害廃棄物の放射性物質の検査について 11 

 

 

3.4  食品安全検査センター 

3.4.1 行政検査 

1) 残留抗生物質検査 

牛乳 10 検体について残留抗生物質（オキシテトラサイクリン，クロルテトラサイクリン，テトラサイクリン）

の検査を実施したところ，すべて不検出であった． 
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  2) 残留合成抗菌剤検査 

国内で生産されている鶏卵 11検体（県内産 10検体，県外産１検体）について，サルファ剤５種（スルファチ

アゾール，スルファメラジン，スルファジミジン，スルファモノメトキシン，スルファジメトキシン）とトリメ

トプリムの残留検査を実施したところ，いずれも不検出であった． 

 

  3) 重金属検査 

県内で生産された玄米 3検体についてカドミウムの検査を行った．その結果， 0.02ppm(3 検体)であり，成分

規格基準（0.4ppm 未満）に適合していた． 

                         

  4) 残留農薬検査 

平成 24 年度は県内産農産物 68 検体，県外産農産物 5検体の計 73検体について延べ 13,954 項目の検査を実

施した. その結果，いずれの検体からも基準値以上の農薬は検出されなかった（表 18）. 

 

表 18 残留農薬の検査結果 

試 料 名 検体数 検査項目数 検 査 結 果 

県内産野菜 

 

 

 

 

 

  44 

 

 

 

 

 

8,888 

 

 

 

 

 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ(0.008～0.059ppm/2検体)，ｱｾﾌｪｰﾄ(0.04ppm/1検体)，ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ(0.29p

pm/1検体)，ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ(0.45ppm/1検体)，ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ(0.020～0.054ppm/2検

体)，ｷｬﾌﾟﾀﾝ(0.091ppm/1検体)，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(0.003ppm/1検体)，ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ(0.056

ppm/1検体)，ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(0.029ppm/1検体)，ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ(0.076ppm/1検体)，ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ(0

.002ppm/1検体)，ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ(0.025ppm/1検体)，ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ(0.010ppm/1検体)，ﾌ

ﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ(0.005～0.014ppm/2検体)，ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ(0.0015ppm/1検体)，ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ(0.01

2ppm/1検体)，ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ(0.01ppm/1検体)，ﾒﾀﾗｷｼﾙ及びﾒﾌｪﾉｷｻﾑ(0.014～0.005ppm/

2検体)，ﾙﾌｪﾇﾛﾝ(0.013ppm/1検体) 

県内産果実 

 

 

 

 

  12 

 

 

 

 

2,424 

 

 

 

 

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.026ppm/1検体)，ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ(0.22ppm/1検体)，ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ(0.01

0ppm/1検体)，ｷｬﾌﾟﾀﾝ(0.013～0.023ppm/2検体)，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(0.003～0.019ppm/2

検体)，ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ(0.021ppm/1検体)，ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ(0.014ppm/1検体)，ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ(0.

009ppm/1検体)，ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ(0.009ppm/1検体)，ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.023ppm/1検体)，ﾌ

ｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ(0.019～0.082ppm/3検体)，ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ(0.0038ppm/1検体) 

県内産穀類 4 808 全て不検出 

県内産豆類 2 404 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ(0.040～0.079ppm/2検体)，ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ(0.056ppm/1検体) 

県内産牛乳 4 16 全て不検出 

県内産 茶 2 404 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ(1.2ppm/1検体)，ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ(0.18ppm/1検体)，ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ(0.011ppm

/1検体)，ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ(0.024ppm/1検体)，ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ(0.13ppm/1検体) 

県外産農産物 5 1,010 ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ(0.011ppm/1検体)，ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(0.013ppm/1検体)，ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ(0.18ppm/

1検体)，ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ(0.11ppm/1検体)，ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ(0.10ppm/1検体)，ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ(0.0

23ppm/1検体) 

 

 

  5) PCB 検査 

PCB 汚染として最も重要なものとして考えられる食品のうち，鶏卵２検体について検査を実施した. 測定結果

はすべて不検出であった（表 19）. 

 

表 19 食品中に残留する PCB 

食 品 名 検 体 数 検 査 結 果 暫定的規制値 

鶏 卵 2 不検出 0.1ppm 
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  6) 陶磁器製器具の規格試験 

県内産陶磁器製品 38検体についてカドミウム及び鉛の溶出試験を行ったところ,基準を超えるものはなかっ

た（表 20）． 

 

表 20  陶磁器の規格及び検査結果 

区   分 

 

規    格  

不適/検体 

 

鉛 カドミウム 鉛 カドミウム 

深形のもの 

(深さ2.5 cm以上) 

容量1.1以上    1ppm  0.25ppm   0／ 0   － － 

容量1.1未満    2ppm  0.5ppm   0／17  不検出  不検出 

浅形のもの(深さ2.5 cm未満)  8μg/cm2 0.7μg/cm2   0／21  不検出～0.72ppm  不検出 

 

  7) 輸入食品の検査 

1. 残留農薬検査 

野菜 33 検体，果実 4検体，豆類 11検体，熱帯産果実 19検体，かんきつ類果実 12検体，穀類 2検体，種実類

1検体の計82検体について延べ16,564項目の残留農薬の検査を実施した. 全ての検体で基準値以上の農薬は検

出されなかった(表 21)． 

 

表 21 残留農薬の検査結果 

試料名 検体数 検査項目数 検査結果 試料名 検体数 検査項目数 検査結果 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

アボカド 

 

いんげん 

えだまめ 

 

 

 

 

 

 

オレンジ 

 

 

  

 

 

かぼちゃ 

キウイ 

ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ 

 

 

 

 

 

ごま 

小麦粉 

1 

4 

 

3 

5 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

3 

5 

5 

 

 

 

 

 

1 

 2 

202 

808 

 

606 

1,010 

 

 

 

 

 

 

808 

 

 

 

 

 

606 

1,010 

1,010 

 

 

 

 

 

202 

404 

不検出 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.044ppm/1検体)，ﾏﾗﾁ

ｵﾝ(0.004ppm/1検体) 

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.005ppm/1検体) 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ(0.006～0.011ppm/2

検体)，ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.011ppm/

1検体)，ｴﾁｵﾝ(0.039ppm/1検

体)，ｶﾙﾊﾞﾘﾙ(0.003ppm/1検体)，

ｼ，ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.11～0.34ppm/2検

体)，ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(0.006～0.010pp

m/2検体) 

2,4-D(0.025ppm/1検体)，ｲﾏｻﾞﾘ

ﾙ(1.2～3.8ppm/4検体)，ｴﾄｷｻｿﾞ

ｰﾙ(0.003ppm/1検体)ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(

0.046ppm/1検体)，ｼﾏｼﾞﾝ(0.042

ppm/1検体)，ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ(0.00

28ppm/1検体) 

不検出 

不検出 

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.008ppm/1検

体)，ｲﾏｻﾞﾘﾙ(0.95～2.7ppm/5検

体)，ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.010～0.02

1ppm/3検体)，ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ(0.007p

pm/1検体)，ﾏﾗﾁｵﾝ(0.001～0.02

9ppm/2検体) 

ｶﾙﾊﾞﾘﾙ(0.005ppm/1検体) 

不検出 

バター豆 

バナナ 

花豆 

パプリカ 

 

 

 

 

 

ピーマン 

ぶどう 

  

 

  

   

 

 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

4 

1 

4 

 

 

 

 

 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202 

808 

202 

808 

 

 

 

 

 

202 

202 

 

 

 

 

 

 

606 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不検出 

不検出 

不検出 

ｶﾙﾊﾞﾘﾙ(0.003ppm/1検体)，ﾁｱﾒﾄ

ｷｻﾑ(0.012ppm/1検体)，ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞ

ｰﾙ(0.016ppm/1検体)，ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛ

ﾋﾞﾝ(0.13ppm/1検体)，ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ

(0.01ppm/1検体)，ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ(0.0

05～0.14ppm/2検体) 

不検出 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ(0.21ppm/1検体)，

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(0.003ppm/1検体)，ｼ

ﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ(0.36ppm/1検体)，ﾃﾌﾞｺ

ﾅｿﾞｰﾙ(0.065ppm/1検体)，ﾋﾟﾗｸﾛ

ｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.088ppm/1検体)，ﾌｪﾝﾍ

ｷｻﾐﾄﾞ(0.60ppm/1検体)，ﾎﾞｽｶﾘ

ﾄﾞ(0.14ppm/1検体) 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ(0.021ppm/1検体)，ｱ

ｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.068ppm/1検体)，

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ(0.018ppm/1検

体)，ｷｬﾌﾟﾀﾝ(0.22～0.68ppm/2

検体)，ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ(0.017～0.30p

pm/3検体)，ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ(0.0015pp

m/1検体)，ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.017

～0.039ppm/2検体)，ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ

(0.21～1.8ppm/2検体)，ﾏﾗﾁｵﾝ

(0.011～0.024ppm/2検体)，ﾒﾀﾗ
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さといも 

セロリ 

 

 

 

大豆 

たまねぎ 

なばな 

にんにく 

にんにくの芽 

ねぎ 

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ 

 

 1 

 1 

 

 

 

5 

1 

1 

7 

1 

1 

6 

 

202 

202 

 

 

 

1,010 

202 

202 

1,414 

202 

202 

1,212 

 

不検出 

ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(0.15ppm/1検体)，ｼﾞｸﾛ

ﾗﾝ(0.025ppm/1検体)，ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅ 

ｿﾞｰﾙ(0.006ppm/1検体)，ﾘﾆｭﾛﾝ(

0.009ppm/1検体) 

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(0.048ppm/1検体) 

不検出 

不検出 

ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ(0.001ppm/1検体) 

ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ(0.31ppm/1検体) 

不検出 

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(0.013ppm/1検体)，ﾄ

ﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ(0.039ppm/1検体) 

 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ほうれん草 

 

メロン 

ライマ豆 

レモン 

 

 

 

2 

3 

 

1 

1 

3 

 

 

 

404 

606 

 

202 

202 

606 

 

 

 

 

ｷｼﾙ(0.003ppm/1検体) 

不検出 

ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ(0.037ppm/1検体)，ﾌ

ﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ(0.25ppm/1検体) 

不検出 

不検出 

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ(0.010ppm/1検

体)，ｲﾏｻﾞﾘﾙ(0.078～2.4ppm/2

検体)，ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ(0.050ppm/1検

体)，ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ(0.0061ppm/1

検体)，ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ(0.006ppm/1検

体) 

 

 

2. 食品添加物検査 

わが国は，食料品の多くを海外に依存しているが，それらに使用される食品添加物の使用基準は国際的に不統

一であるため，国内基準に合わない食品が輸入販売されている可能性がある. そこで，検疫所における検査結果

等から，違反事例の多い項目を重点的に選んで，表 22に示す検査を 21検体について実施した. その結果，すべ

て基準に適合していた． 

 

表 22 輸入食品中の食品添加物検査結果 

食 品 名 原 産 国 検体数 検査項目数 検査項目 検査結果 

  菓  子 

 

 

フランス 

ベルギー 

アメリカ 

  1  

   2   

   3 

    12 

     

 

サイクラミン酸 

tert-ﾌﾞﾁﾙﾋﾄﾞﾛｷﾉﾝ 

 

不検出 

不検出 

 

   漬  物 スリランカ    1      5   

 

 

サイクラミン酸 

 

 

不検出 

 

 

   シロップ漬け 

 

タイ 

中国 

アメリカ 

   1 

   2 

  1 

 オレンジ アメリカ 

オーストラリア 

   1  

   1 

    20 ｵﾙﾄﾌｪﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 

ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 

不検出～2.0mg/kg 

不検出～9.3mg/kg 

 グレープフルーツ アメリカ   3 

 レモン アメリカ  

南ｱﾌﾘｶ共和国 

   1 

  1 

  バナナ フィリピン    2 

 ネーブルオレンジ アメリカ   1 

   計   21     37   

 

3. 残留抗生物質検査 

輸入ハチミツ 5検体について残留抗生物質（オキシテトラサイクリン，クロルテトラサイクリン，テトラサイ

クリン，クロラムフェニコール）の検査を実施したところ，すべて不検出であった. 

 

4. 残留合成抗菌剤検査 

輸入ウナギ加工品 3検体についてマラカイトグリーン，ロイコマラカイトグリーンの残留検査を実施した結果

すべて不検出であった．また輸入エビ 8検体についてサルファ剤 5種（スルファチアゾール，スルファメラジン，
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スルファジミジン，スルファモノメトキシン，スルファジメトキシン）とトリメトプリムの残留検査を実施した

ところ，いずれも不検出であった． 

 

5. アフラトキシン検査  

アフラトキシンは，代表的なカビ毒であり，ナッツ類等に含有されている可能性がある. そこで輸入ナッツ

類 5検体についてアフラトキシンの検査を実施したところ，いずれの食品からも検出されなかった． 

 

6. リステリアの検査  

輸入ナチュラルチーズ 5検体についてリステリア菌の分離検査を実施したところ，いずれの検体からも検出さ

れなかった. 

 

8) 遺伝子組換え食品検査 

大豆（9検体），トウモロコシ穀粒（16検体），トウモロコシ加工品（8検体）の検査を実施した．いずれも

組換え遺伝子は不検出であった． 

 

9) 特定原材料(アレルギー物質）検査 

表示以外の特定原材料物質の使用の有無について，確認の検査を実施した．そば（8検体），乳（12 検体），

卵（12検体）の検査を実施した結果，卵の検査で 1検体が陽性であった． 

 

  10) 放射性物質検査 

東京電力福島第一原子力発電所の事故を受け，平成 23 年度から県内に流通する食品などについて放射性物質

の検査を実施している． 

平成 24 年度は，県内に流通する東日本産農畜水産物及び県内で生産された原乳について放射性セシウムの検

査を実施したところ，基準値を超えるものはなかった． 

 

  11) 緊急検査 

平成 24年 4月，祭りの屋台で作られたお好み焼きに異臭がするとの苦情があり，保健所の立ち入り検査の結

果材料の天かすから異臭が確認されたため検査の依頼があった．検査を実施したところ苦情品からトルエンなど

の揮発性有機溶剤が検出された． 

また同年 5月,三重県に製造施設がある干物により，広島県でヒスタミン様中毒が発生した．当該品と同一ロ

ットの干物が岐阜県内にも流通していたため,ヒスタミン測定キット（チェックカラーヒスタミン（キッコーマ

ン製））によりヒスタミン含有量を検査した．5検体（カマス干物 2, タイ干物 2，不明 1）の結果はいずれも 2

0 g/g 未満となり，中毒症状を引き起こす量は含まれなかった． 

 

 

3.4.2 依頼検査 

放射性物質検査 

県内の保健所において県民（県内企業）から相談を受けた「食品」，「井戸水等の飲料水」について，保健環

境研究所で検体を受付け，放射性セシウムの依頼検査を実施している． 

今年度，食品について 453検体を実施した．なお，井戸水等の飲料水の検査の依頼はなかった． 
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4 技術指導及び支援 

 

4.1  保健所検査担当者等の研修 

 

年 月 日 研  修  内  容 受 講 者 担 当 部 

24. 5.11 平成24年度公害関係立入検査研修会（講義，実習） 振興局環境課職員等(30名) 環境科学部 

5.24～25 第1回保健所試験検査担当者研修会（講義，実習） 保健所等 (13名) 保健科学部 

25. 2. 8 保健所等疫学担当者研修会（講義，演習）(外部講師) 保健所等 (19名) 保健科学部 

 

 

4.2  講師派遣 

 

  「研修講師等」 

年 月 日 内  容 場 所 受 講 者 担当者 

24. 4.18 岐阜県環境計測証明協会講演会 岐阜市 計量協会関係者（30名） 永井 

   10.19 
地方衛生研究所全国協議会近畿支部分析

技術勉強会 
大阪市 

地方衛生研究所全国協議会近畿支部

自然毒部会（69名） 
南谷 

11.13 岐阜県の感染症と予防対策(講義) 
岐阜市 

(岐阜大) 
岐阜大学生命工学科１年生(60名) 小林 

25. 2.13 岐阜県計量管理協会研修会 岐阜市 計量協会関係者（35名） 永井 

 3.19 リサイクル認定製品の行政検査について 岐阜市 
リサイクル認定製品認定事業者 

(40名) 
岡(正) 

 

 

  「出前講演」 

年 月 日 内  容 場 所 受 講 者 担当者 

24. 5.24 環境放射能 各務原市 各務原中央ロータリークラブ（15名） 
鈴木 

田中 

  6.20 暮らしの中の放射能 各務原市 
各務原市中央ライフデザインセンター 

ライフカレッジ蘇原受講生（66名） 
鈴木 

6.28 カワゲラウオッチング 海津市 海津市立城山小学校4年生（46名） 

岡(正) 

佐々木 

金森 

    7.10 水と環境 安八町 安八町立登龍中学校1年生（106名） 
岡(正) 

金森 

8.25 
高校生ものづくりコンテスト東海大

会（分析化学部門） 
岐阜市 東海地区工業高等専門学校生徒（6名） 佐々木 

8.30 
統一精度管理事業における留意点（平

成23年度結果）及び意見交換会 
岐阜市 岐阜県環境計量証明事業協会（20名） 岡(正) 

 9.20 食品の安全性・食品アレルギー 各務原市 健康づくりかわべ友の会（30名） 
小林 

吉田 

   12. 1 暮しの中の放射能について 岐阜市 岐阜ボランティア団体連絡会（20名） 鈴木 

25. 2. 6 
平成24年度統一精度管理事業結果に

ついて 
岐阜市 岐阜県環境計量証明事業協会（16名） 岡(正) 
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  「所内見学」 

年 月 日 団  体  名 人 数 見 学 先 

24. 7.23 厚生環境委員会視察 12 所全体 

    7.25 岐阜高校2年5組（総合的な学習における訪問） 5 食品安全検査ｾﾝﾀｰ 

    9.20 健康づくりかわべ友の会 30 所全体（環境科学部を除く） 

25. 1.24 岐阜大学応用生物科学部獣医学科課程4年生 28 所全体 

 

 

4.3  研修生の受入 

 

年 月 日 研  修  内  容 受 講 者 担当者 

24. 4.27 

～25. 3.31 

有機ハロゲン化合物（R-12，R-11）の定量分析

技術の確立 
上田石灰製造株式会社 1名 金森 

8. 8 

8.14 

保健科学部業務の概要 

食品安全検査センターの概要 

岐阜大学学生 1名(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) 

(地域科学部地域政策科 3年生) 

小林 

後藤 

8.21 

保健科学部業務の概要 

Kudoa septempunctata の検査法について 

食品安全検査センターの概要 

岐阜大学学生 4名(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) 

(応用生物科学部獣医学課程 5年生) 

小林 

野田 

後藤 

8.27 

～31 
地下水汚染の現状とその分析方法について 

岐阜大学 応用生物科学部 

1名(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) 
岡（正） 

25. 2.18 

～ 3.22 
ホルムアルデヒドガス吸着性能評価法の習得 株式会社ヤマセ 1 名 金森 

 

 
4.4  技術支援（現場での指導等） 

 

年 月 日 研  修  内  容 受 講 者 担当者 

24. 4.18～19 動物用医薬品分析の技術支援 食肉衛生検査所 中村 

6.18 

～25. 3. 1 

岐阜県医薬品等ＧＸＰ研究会 
・総会 
・医薬品等ＧＶＰ，ＧＱＰ，ＧＭＰに関連した「コンピ
ュータ化システム適正管理ガイドライン」の作成と検
証及び定期照査充実化に向けた取り組み 

・成果報告会 

岐阜県医薬品等ＧＸＰ研

究会 
多田 

 7.30 

～ 8. 3 

地域特産農産物農薬登録拡大推進事業技術支援 

エゴマ中のアシュラム（除草剤成分）の定量 
農業技術センター 

永井 

南谷 

    8.28 農薬分析の技術相談 
イビデン物産株式会社 

品質保証部 

永井 

南谷 

8.28 ゲルマニウム半導体検出器取扱研修 東部広域水道事務所 鈴木 

   12.20～26 

25. 1.16～25 

    2.12～21 

地域特産農産物農薬登録拡大推進事業技術支援 

エゴマ中のアシュラム（除草剤成分）の定量 
農業技術センター 永井 

    3.15 農薬分析全般に関しての技術相談 
イビデン物産株式会社 

品質保証部 
南谷 
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4.5  来所者等への個別指導 

 

所属機関 保健科学部 生活科学部 環境科学部 食品安全検査ｾﾝﾀｰ 

県 関 係   2  5 18   3 

市 町 村   0  0 3   0 

そ の 他※   1  0 43   3 

計   3  5 64   6 

        ※民間検査機関，製造業者等を含む． 
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5 行  事 

5.1 会議等 

 

年 月 日 会     議     名 場  所 出席人数 

24. 4.12～13 食品安全行政講習会 東京都 1 

4.13  保健所等関係課長会議 岐阜市 4 

    4.18 環境行政会議 岐阜市 1 

    4.19 市町村等環境保全担当者打ち合わせ会議 岐阜市 1 

4.20 保健所等生活衛生関係係長会議 岐阜市 4 

4.23 保健所感染症対策担当者会議 岐阜市 2 

4.25  岐阜県工業界幹事会 各務原市 2 

4.27 第 1 回保健所長等会議 岐阜市 1 

5.16 地方衛生研究所全国協議会東海北陸支部総会東海ブロック総会 名古屋市

岐阜市 

1 

5.18 保健所試験検査係長会議 岐阜市 2 

  5.25 

 

 

全国環境研協議会理事会 東京都 2 

6. 1 第 1 回リサイクル認定製品付託検討会議 岐阜市 1 

6. 7 全国地方衛生研究所所長会議 東京都 1 

6. 7 

7 

第 1 回試験研究機関等部長会議 岐阜市 4 

6. 8 地方衛生研究所全国協議会臨時総会 東京都 1 

    6.12 回収リンの有効利用に関する研究 平成 24年度第 1回研究推進会議 各務原市 5 

6.15 地方衛生研究所全国協議会東海北陸支部総会 名古屋市 1 

6.18 残留農薬等分析法検討会（ポジ化検討会）   東京都 2 

6.22 食品分析開発センター視察 四日市市 1 

6.26 全国環境研協議会東海近畿北陸支部共同調査（酸性雨）会議 和歌山市 1 

    6.27 厚労科研班会議(植物性自然毒数項目) 神戸市 1 

6.29 第 2 回保健所長等会議 岐阜市 2 

    7.12 クドアを原因とする食中毒の対応案説明会 岐阜市 1 

    7.18 平成 23 年度環境測定統一精度管理調査結果説明会 大阪市 1 

    7.19 環境測定分析統一精度管理 東海・近畿・北陸支部ブロック会議 神戸市 1 

    7.27 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部役員会 各務原市 2 

8．8 東海地区環境試験研究機関所長総務課長会議 静岡市 3 

8.31 地方衛生研究所東海北陸ブロック会議 名古屋市 1 

8.31 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部総会 名古屋市 3 

    9. 7 平成 24年度第 2回試験研究機関等所属長会議 岐阜市 1 

9.10 第 2 回試験研究機関等部長会議 岐阜市 2 

9.10 平成 24 年度第 1 回環境審議会水質部会 岐阜市 1 

9.14 第 3 回保健所長等会議 岐阜市 1 

    9.20 第 2 回リサイクル認定製品付託検討会議 岐阜市 1 

   10.11 岐阜県工業会第 3回幹事会 各務原市 1 

   10.12 回収リンの有効利用に関する研究 平成 24年度第 2回研究推進会議 各務原市 5 

10.18 

 

全国疫学情報ネットワーク構築会議 東京都 1 

10.18～19 
「地方衛生研究所の検査研究機能の強化及び疫学情報連携ネットワー
ク体制の構築」専門家会議 

名古屋市 1 

10.19 地方衛生研究所全国協議会近畿支部分析技術勉強会 大阪市 1 

10.23～24 地方衛生研究所全国協議会総会 山口市 1 

10.26 東海地区環境試験研究機関会議大気・騒音分科会 四日市市 1 

11. 2 平成 24 年度第 2 回環境審議会水質部会 各務原市 1 

11.30 地方衛生研究所東海北陸ブロック会議 名古屋市 1 

11.30 第 4 回保健所長等会議 岐阜市 2 

12. 4 全国環境研協議会第 2回理事会 さいたま市 2 

12. 7 平成 24 年度第 3 回試験研究機関等所属長会議 岐阜市 1 
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年 月 日 会     議     名 場  所 出席人数 

12.14 第 3 回試験研究機関等部長会議 岐阜市 3 

12.20 岐阜県汚染土壌対策検討委員会 岐阜市 1 

 25. 1.16 岐阜県工業会第 4回幹事会 各務原市 1 

 1.25 東海地区環境試験研究機関会議水質・化学物質分科会 名古屋市 2 

1.25 第 5 回保健所長等会議 岐阜市 2 

1.28 回収リンの有効利用に関する研究 H24年度第 3回研究推進会議 各務原市 5 

 2. 5～6 全国環境研協議会総会 さいたま市 

市 

2 

     2. 6 地方公共団体環境試験研究機関等所長会議 東京都 1 

    2.12 酸性雨モニタリング（陸水）調査説明会 東京都 1 

2.13 国設酸性雨・大気環境測定所担当者会議 東京都 1 

    2.15 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部共同調査（酸性雨）会議 和歌山市 1 

    2.15 放射性物質拡散シミュレーション結果説明会 岐阜市 1 

 2.19 岐阜県工業会技術交流委員会 各務原市 1 

2.21 平成 24 年度第 3 回環境審議会水質部会 岐阜市 1 

     2.22 平成 24 年度全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部有害化学物質部会 京都府 2 

  2.27 第 4 回試験研究機関所長会議 関市 2 

3. 4 第 4 回試験研究機関等部長会議 関市 4 

3. 8 第 6 回保健所長等会議 岐阜市 2 

    3.15 M2.5 に関する市町村等連絡会議 岐阜市 1 

    3.27 平成 24 年度放射線監視結果収集調査検討会 東京都 1 

 

5.2 研修会等 

 

年 月 日 研     修     名 場  所 出席人数 

24. 5.22～24 GC/MS 技術分析研修 大阪市 1 

5.28～6. 1 環境放射能分析研修 千葉市 1 

6.22 国際規制物質に関する講習会 東京都 1 

6.28～29 衛生微生物技術協議会第 33回研究会 横浜市 2 

7. 5 県食品衛生監視員等研修会 岐阜市 2 

 7.25～8.2 環境放射能分析研修（ゲルマニウム半導体検出器による測定法） 千葉市 1 

7.26～27 全国環境研協議会東海近畿北陸支部共同調査研究情報交換会 名古屋市 3 

8.31 日本気象学会中部支部公開気象講座 名古屋市 1 

9.12  島津アプリケーションセミナーｉｎ岐阜 岐阜市 3 

   10. 1 LC/MS/MS オペレーション研修 東京都 1 

   10. 5 食品衛生検査施設信頼性確保部門責任者等研修会 東京都 1 

10.11～12 地方衛生研究所東海北陸支部環境保健部会 名古屋市 2 

10.17 平成 24 年度木曽川水系水質事故対策訓練 岐阜市 2 

   10.23～11.2 VOCs 分析研修（水質） 所沢市 1 

  10.26 化粧品に関するセミナー 京都市 1 

10.29 地方感染症情報センター担当者向け東海・北陸ブロック疫学研修会 名古屋市 1 

11. 1～ 2 下水汚泥の有効利用に関するセミナー 広島市 1 

11. 2 第 56回岐阜県公衆衛生研修会 美濃市 1 

11.14～22 環境放射能分析研修 千葉県 １ 

   11.19 日本薬学会第 10 回食品安全フォーラム 

 

東京都 1 

11.22 食の安全に関する講演会 岐阜市 1 

11.26～12.7 ウイルス検査研修 群馬県 1 

11.26 放射線取扱主任者定期講習 大阪市 1 

11.27 LC-MS/MS ユーザーセミナー 大阪市 1 

11.30 県食品衛生監視員等研修会(特別講演) 岐阜市 1 

12.21 

 

東海北陸ブロック環境衛生監視員研修会 名古屋市 2 
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年 月 日 研     修     名 場  所 出席人数 

25. 1.17～18 化学物質環境実態調査環境科学セミナー 東京都 2 

2. 1 地方衛生研究所全国協議会衛生理化学分野研修会 東京都 1 

2. 7～8 地方衛生研究所全国協議会東海北陸支部衛生化学部会 名古屋市 6 

    2.13 イオンクロマトグラフ トレーニング 名古屋市 1 

2.14 岐阜県食肉衛生検査技術研修会 大垣市 1 

2.14～3.1 大気分析研修 所沢市 1 

2.14～15 第 28全国環境研究所交流シンポジウム つくば市 １ 

2.22 平成 24 年度食品衛生監視員等研修会 各務原市 5 

2.22 指定薬物分析研修会議 東京都 1 

2.26～27 希少感染症診断技術研修会 東京都 2 

    3. 1 平成 24 年度岐阜県医薬品等製造販売・製造業者講習会 各務原市 3 

3. 1 LC/MS ユーザーミーティング 大阪市 1 

3. 7～ 8 地方衛生研究所全国協議会東海北陸支部微生物部会 鈴鹿市 3 

    3. 8 告示改正説明会 名古屋市 1 

    3.11 研究開発成果等に関する広報担当者研修会 岐阜市 1 

    3.13 イオンクロマトグラフ トレーニング 名古屋市 1 

 

5.3 学会等 

 

年 月 日 学     会     名 場  所 出席人数 

24. 5.10～11 第 103回日本食品衛生学会学術講演会 東京都 1 

    6. 7～ 8 無機マテリアル学会第 124回学術講演会 船橋市 1 

  7.25 第 7 回リン資源リサイクルシンポジウム 神戸市 １ 

  9. 3 環境技術学会第 12回年次大会 草津市 1 

    9.11～12 日本防菌防黴学会第 38回年次大会 東京都 1 

9.12～14 第 53回大気環境学会年会 横浜市 1 

9.20～21 第 104回日本食品衛生学会学術講演会 岡山市 1 

    9.25～26  第 22回無機リン化学討論会 神戸市 1 

10.11～12 第 33回日本肥満学会 京都市 1 

   10.22～24 第 23回廃棄物資源循環学会研究発表会 仙台市 1 

11. 1～ 2 無機マテリアル学会第 125回学術講演会 名古屋市 1 

11.15 第 8 回リン資源リサイクルシンポジウム 東京都 1 

11.21～22 第 49回全国衛生化学技術協議会年会 高松市 3 

11.29～30 粒子の人間植物影響に関するシンポジウム 小金井市 1 

11.30 地方衛生研究所全国協議会近畿支部自然毒部会研究発表会 神戸市 1 

12. 2 第 45回東海薬剤師学術大会 名古屋市 1 

   12.13～14 第 35回日本分子生物学会年会 福岡市 1 

   12.19 循環型社会形成推進研究発表会 京都市 1 

25. 1.21～22 第 27回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 金沢市 3 

    2. 7～8 第 34回全国都市清掃研究・事例発表会 北九州市 1 

    2.27 第 25回酸性雨東京講演会 小金井市 1 

    3.11～13 第 47回日本水環境学会年会 大阪市 1 

 

5.4 講演会等 

 

 [保健環境研究所調査・研究発表会] 

             平成 25年 2 月 22日 健康科学センター(保健環境研究所）「ハイビジョンシアター」 

  １ LC-MS/MS によるキノコ中毒原因物質分析法 

  ２ 有毒植物の誤食による中毒とその原因究明  

  ３ 腸管出血性大腸菌 O157の迅速・簡便な分子疫学的解析法の検討
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6  検査備品及び図書等 

 

6.1 主要検査備品 

 

品    名 規     格 数量 購入年度 所属 

超低温フリーザー サンヨー ＭＤＦ－７９４ＡＴ 1 Ｈ23 保健 

ＰＣＲ装置 バイオラッド C1000 Touch ｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ 2 Ｈ23 保健 

超純水製造装置 日本ミリポア Milli-Q Integral 3S 1 Ｈ23 保健 

リアルタイムＰＣＲ Applied Biosystems StepOnePlus 1 Ｈ21 保健 

ユニバーサル冷却遠心機 クボタ ５９２２ 1 Ｈ21 保健 

RNA自動抽出装置 ＱＩＡＧＥＮ ＱＩＡｃｕｂｅ 2 Ｈ21 保健 

バイオメディカルフリーザー サンヨー ＭＤＦ－Ｕ５３８Ｄ 1 Ｈ21 保健 

バイオメディカルフリーザー サンヨー ＭＤＦ－Ｕ５３８ 1 Ｈ21 保健 

電子天秤 ザルトリウス ＭＳＥ２２０３Ｐ 1 Ｈ21 保健 

マイクロ冷却遠心機 クボタ ３７８０ 1 Ｈ21 保健 

オートクレーブ トミー ＬＳＸ－３００ 1 Ｈ21 保健 

超音波洗浄装置 超音波発振器 日立国際電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ UO600PB-26 1 Ｈ21 保健 

超音波洗浄装置 超音波洗浄槽 日立国際電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ UT-50PA 1 Ｈ21 保健 

高圧滅菌器 平山製作所 ＨＶ-８５ 1 Ｈ19 保健 

バイオメディカルフリーザー サンヨー ＭＤＦ－Ｕ５３８ 1 Ｈ19 保健 

感染動物飼育装置 日本クレア ＦＲＰバイオ2000 1 Ｈ19 保健 

バイオメディカルフリーザー サンヨー ＭＤＦ－Ｕ３３８ 1 Ｈ19 保健 

超低温フリーザー サンヨー ＭＤＦ－３９３ＡＴ 1 Ｈ18 保健 

超低温フリーザー サンヨー ＭＤＦ－５９３ＡＴ 1 Ｈ18 保健 

薬用保冷庫 サンヨー ＭＰＲ－４１４ＦＳ 1 Ｈ18 保健 

遺伝子増幅装置 ＢＩＯ－ＲＡＤ ｉＣｙｃｌｅｒ 1 Ｈ18 保健 

倒立顕微鏡 オリンパス ＣＫＸ４１Ｎ－３１ＲＣ 1 Ｈ18 保健 

冷却遠心器 ＫＵＢＯＴＡ ５９２２ 1 Ｈ18 保健 

顕微鏡用デジタルカメラセット オリンパス ＦＸ－３８０－１ 1 Ｈ18 保健 

CO2インキュベーター サンヨー ＭＣＯ－３６ＡＩＣ 1 Ｈ18 保健 

CO2インキュベーター サンヨー ＭＣＯ－３６ＡＩＣ（ＵＶ） 1 Ｈ18 保健 

遺伝子増幅装置 ABI Gene Amp PCR System 9700 1 Ｈ17 保健 

ゲル撮影装置 ＴＯＹＯＢＯ ＦＡＳ－Ⅲ 1 Ｈ17 保健 

Nano Drop（ｽﾍﾟｸﾄﾛﾒｰﾀｰ） Ｎａｎｏ Ｄｒｏｐ ＮＤ－１０００ 1 Ｈ17 保健 

冷却遠心機 クボタ５９２２ 1 Ｈ17 保健 

オートクレーブ トミー ＳＸ－３００ 1 Ｈ16 保健 

オートクレーブ トミー ＳＸ－５００ 1 Ｈ16 保健 

インキュベーター サンヨー ＭＩＲ－１５３ 1 Ｈ16 保健 

遺伝子基本配列入力解析装置 日立 ＤＮＡＳＩＳｐｒｏ 1 Ｈ16 保健 

ハイブリダイゼーション反応恒温槽 Hitachi Software KWO-015 1 Ｈ16 保健 

パルスフィールド電気泳動装置 バイオラッド ＣＨＥＦ－ＤＲⅢ 1 Ｈ16 保健 

ﾊﾞｲｵｼｰﾙﾄﾞﾛｰﾀｰ（ﾏｲｸﾛ遠心機用） クボタ ＡＴ－２７３０Ｍ 1 Ｈ15 保健 

ＰＣＲ装置 バイオラッドiCycler 170-8720JA 1 Ｈ15 保健 

メディカルフリーザー サンヨー ＭＤＦ－Ｕ５３７ 1 Ｈ15 保健 

ＳＡＲＳｺﾛﾅｳｲﾙｽ検出用測定装置 ループアンプ ＬＡ－３２０Ｃ 1 Ｈ15 保健 

冷却遠心機 クボタ ５９２２ 1 Ｈ14 保健 

感染性医療廃棄物用高圧滅菌機 トミー ＭＳＳ－３２５ 1 Ｈ14 保健 

ＤＮＡ解析装置一式 ベックマンＣＥＱ８０００ 1 Ｈ14 保健 

超低温フリーザー サンヨー ＭＤＦ－１９２ 2 Ｈ13 保健 

遺伝子迅速検出システム 東京インスツルメンツ ＤＮＡscope4他 1 Ｈ13 保健 

ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ解析ｼｽﾃﾑ 日本バイオ・ラッド 1 Ｈ12 保健 
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品    名 規     格 数量 購入年度 所属 

ﾏｲｸﾛﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｰﾀ解析ｼｽﾃﾑ 日本バイオ・ラッド 1 Ｈ12 保健 

遺伝子増幅装置 タカラ ＴＰ３０００ 1 Ｈ10 保健 

高速冷却遠心分離器 日立  ＣＲ２１Ｆ 1 Ｈ10 保健 

超低温フリーザー 三洋電機 ＭＤＦ－１１５５ＡＴＮ他 1 Ｈ 9 保健 

ＤＮＡ一次構造解析装置 ファルマシア 1 Ｈ 8 保健 

超音波洗浄装置 シャープ ＭＵ－６２４ 1 Ｈ 8 保健 

落射型蛍光顕微鏡 オリンパス ＢＸ－６０ 1 Ｈ 8 保健 

濃縮遠心機 サーバント ＡＥＳ－１０００ 1 Ｈ 7 保健 

超低温フリーザー サンヨー ＭＤＦ－７９２ＡＴ 1 Ｈ 6 保健 

パルスフィールド電気泳動装置 バイオラッド ＣＨＥＦ－ＤＲ 1 Ｈ 6 保健 

超遠心分離器 日立 ＨＩＭＡＣ ＣＰ－７０Ｇ 1 Ｈ 4 保健 

自動分注器 三光純薬 ＳＧＲ－２００ 1 Ｈ 3 保健 

オートダイリューター 三光純薬 ＳＰＲ－２ 1 Ｈ 1 保健 

溶出試験用自動サンプリング装置 アジレント  8000ｼﾘﾝｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟﾀｲﾌﾟ15-7040 1 Ｈ23 生活 

分液ロート振とう機 タイテック  強力振とう機ＳＲ－２ＤＳ 1 Ｈ23 生活 

冷蔵装置 日本フリーザー  冷凍冷蔵庫 1 Ｈ23 生活 

電器炉 アドバンテック 電器炉ＦＵＬ２４０ＦＡ 1 Ｈ23 生活 

ＰＣＲシステム パーキンエルマー  ＰＣＲ９７００ 1 Ｈ23 生活 

リアルタイムＰＣＲシステム タカラバイオ  ＴＰ８００ 1 Ｈ23 生活 

凍結ミクロトーム ライカ社  ＣＭ１８００ 1 Ｈ23 生活 

冷蔵装置 三洋電機  ＭＥＤＩＣＯＯＬ 1 Ｈ23 生活 

蛍光顕微鏡 オリンパス  BX51-33-FLD-2,DP70-SET-A 1 Ｈ23 生活 

分光光度計 日本分光 Ｖ－６５０ 1 Ｈ18 生活 

マイクロプレートリーダー バイオラッド モデル６８０ 1 Ｈ18 生活 

溶出試験器 バンケル ＶＫ－７０００ 1 Ｈ16 生活 

液滴向流クロマトグラフ  東京理化 普及型ＤＣＣシステム 1 Ｈ13 生活 

廃水処理対策ｼｽﾃﾑ付ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀｰ EYELA NVC-1100 SB-1000 CCA-1100 1 Ｈ13 生活 

ＨＬＰＣデータ解析システム 日本分光 1 Ｈ12 生活 

高速液体クロマトグラフ アジレントＬＣ－１１００ 1 Ｈ12 生活 

真空凍結乾燥器 アドバンテック ＶＦ－３５０ 1 Ｈ12 生活 

超低温フリーザー サンヨー ＭＤＦ－Ｕ５８１ 1 Ｈ12 生活 

旋光度計 日本分光 Ｐ－１０２０ＧＴ 1 Ｈ10 生活 

高速液体クロマトグラフ 島津 ＬＣ－１０ＡＤ 1 Ｈ 4 生活 

二波長クロマトスキャナー 島津 ＣＳ－９１０ 1 Ｈ 4 生活 

崩壊試験器 宮本理研工業 ＨＭ－２Ｆ型 1 Ｈ 4 生活 

ゲルマニウム半導体γ線検出器 キャンベラジャパン ＧＣ３０１８ 1 Ｈ23 環境 

全有機炭素計 島津 ＴＯＣ－Ｌ 1 Ｈ23 環境 

イオンクロマトグラフ 日本ダイオネクス ＩＣＳ－２１００ 1 Ｈ23 環境 

ＩＣＰ発光分光分析計 ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ ｉＣａｐ６５００Ｄｕｏ 1 Ｈ23 環境 

高分解能ガスクロマトグラフ質量分析装置ワークステーション 日本電子 ＭＳｔａｔｉｏｎＰＣ 1 Ｈ21 環境 

メカニカル制御攪拌機 ＩＫＡ製 ＲＷ２０デジタル 1 Ｈ21 環境 

ハンディタイプ溶存酸素計 ＨＯＲＩＢＡ製 ＯＭ－５１－１０ 1 Ｈ21 環境 

一酸化炭素メーター ＢＫ ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ製 ６２７ 1 Ｈ21 環境 

ホルムアルデヒド簡易測定器 新コスモス電機 ＸＰ－３０８Ｂ 1 Ｈ20 環境 

ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ分析装置ワークステーション 日本ﾀﾞｲｵﾈｸｽ Chromeleon CM6.8 1 Ｈ20 環境 

卓上型超音波洗浄器 エスエヌティ ＵＳ－１０８ 1 Ｈ20 環境 

ハイボリウムエアーサンプラー シバタ ＨＶ－１０００Ｆ 1 Ｈ19 環境 

高感度可燃性ガス検知器 新コスモス電機 ＸＰ－３１６０ 1 Ｈ19 環境 

天秤 ザルトリウス ＬＡ１３０Ｓ－Ｆ 1 Ｈ19 環境 

ＶＯＣ分析計 島津 ＶＭＦ－1000（FID式） 1 Ｈ18 環境 

複合ガス測定器（CO・CO2ﾓﾆﾀｰ） 光明理化学工業 ＵＭ－280Ｌ 1 Ｈ18 環境 
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品    名 規     格 数量 購入年度 所属 

誘導結合プラズマ質量分析計 アジレント ７５００ｃｅ 1 Ｈ18 環境 

Ｇｅ半導体検出器一式 セイコー ＧＥＭ２５Ｐ４ 1 Ｈ18 環境 

ガスクロマトグラフ装置 島津 ＧＣ２０１４（ＦＰＤ） 1 Ｈ17 環境 

位相差顕微鏡 ニコン ＥＣＬＩＰＳＥ８０ｉ 1 Ｈ17 環境 

低ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ放射能自動測定装置 キャンベラ ５－ＸＬＢ 1 Ｈ17 環境 

Ｇｅ半導体核種分析装置 セイコー ＭＣＡ７６００ 1 Ｈ17 環境 

ガスクロマトグラフ（ＴＣＤ） 島津 ＧＣ８Ａ 1 Ｈ15 環境 

高速液体クロマトグラフ 島津 ＨＰＬＣ ＶＰ－１０ 1 Ｈ15 環境 

赤外分光光度計 日本分光 ＦＴＩＲ 1 Ｈ14 環境 

ガスクロマトグラフ 日立 Ｇ３０００ 1 Ｈ14 環境 

イオンクロマトグラフ 島津 ＨＩＣ－ＳＰ 1 Ｈ14 環境 

悪臭測定装置 島津 14ＢＦＦｐ 1 Ｈ14 環境 

いおう酸化物・粉じん自動測定記録計 東亜ＤＫＫ GRH-106,DUB-12 1 Ｈ14 環境 

冷凍遠心機 クボタ ５９３０ 1 Ｈ13 環境 

高速自動濃縮装置 柴田科学 ５４１０－０３ 1 Ｈ13 環境 

ＥＣＤ検出器付ガスクロマトグラフ アジレント ６８９０Ｎ 1 Ｈ13 環境 

メディカルフリーザー サンヨー  ＭＤＦ－Ｕ４４２ 1 Ｈ12 環境 

真空低温乾燥器 ヤマト科学  ＡＤＰ－２１ 1 Ｈ12 環境 

大量注入装置 ＧＬサイエンス 1 Ｈ12 環境 

マルチ環境計測システム テストー４４５ 1 Ｈ12 環境 

オキシダント自動測定記録計 東亜ＤＫＫ ＧＵＸ－２５３ 1 Ｈ12 環境 

窒素酸化物自動測定記録計 東亜ＤＫＫ ＧＬＮ－２５４ 1 Ｈ12 環境 

中性子サーベイメーター アロカ 1 Ｈ12 環境 

高分解能ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析装置 日本電子 ＪＭＳ－７００ 1 Ｈ11 環境 

高速液体クロマトグラフ ＨＰＬＣ  1 Ｈ11 環境 

ハイボリウムエアーサンプラー 柴田科学 ＨＶＣ－１０００Ｎ 1 Ｈ10 環境 

ガスクロマトグラフ質量分析計 ヒュレットパッカード ＨＰ６８９０ 1 Ｈ 9 環境 

ガスクロマトグラフ質量分析計 ヒュレットパッカード ＨＰ５９７３ 1 Ｈ 9 環境 

マイクロウェーブ分解装置 マイルストーン社 MLS-1200MEGA他 1 Ｈ 9 環境 

冷却小型遠心機 コクサン Ｈ－５００ＦＲ型 1 Ｈ 9 環境 

非メタン炭化水素測定装置 島津 ＨＣＭ－４Ａ他 1 Ｈ 9 環境 

重油中いおう分分析装置 理学電気 サルファＸ ＴＲ４３００９ 1 Ｈ 8 環境 

メディカルフリーザ 三洋電機 ＭＤＦ－Ｕ４４２ 1 Ｈ 8 環境 

シンチレーションサーベイメーター アロカ ＴＣＳ－１６６ 1 Ｈ 8 環境 

悪臭測定装置 島津 ＧＣ－１７ＡＰＦＦｐ 1 Ｈ 7 環境 

還元気化水銀測定装置 マーキュリー  ＩＲＡ－２Ａ 1 Ｈ 7 環境 

高速液体クロマトグラフ分取システム 日本分光 ＰＶ－９８７ 1 Ｈ 7 環境 

大気汚染測定車「あおぞら」 いすず ＫＣ－ＬＲ２３３Ｊ 1 Ｈ 7 環境 

オゾンメーター 東亜ＤＫＫ 1 Ｈ 5 環境 

分光光度計 日立 Ｕ－３０００ 1 Ｈ 5 環境 

一酸化炭素記録計 堀場 ＡＰＭＡ－３５００ 1 Ｈ 4 環境 

イオンクロマトグラフ 横河 ＩＣ ７０００Ｓ 1 Ｈ 3 環境 

ガスクロマトグラフ（ＦＰＤ） 日立 ２６３－７０ 1 Ｈ 1 環境 

ガスクロマトグラフ（ＥＣＤ） 日立 １６３ 1 Ｓ53 環境 

上皿直示天秤 ザルトリウス ＣＰＡ２２０２Ｓ 1 Ｈ23 食品 

直示天秤 島津製作所(株） ＡＵＷ２２０Ｄ 1 Ｈ23 食品 

遠心エバポレーターシステム 東京理科機器(株）ＣＶＥ－３１００ 1 Ｈ23 食品 

ロータリーエバポレーター 日本ビュッヒ Ｒ－３型他 1 Ｈ23 食品 

超音波ホモジナイザー (株）マイクロテック・ニチオン  1 Ｈ23 食品 

超高速ホモジナイザー (株）マイクロテック・ニチオン  1 Ｈ23 食品 

メディカルフリーザー 三洋電機（株） ＭＤＦ－Ｕ５３８Ｄ 2 Ｈ23 食品 
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品    名 規     格 数量 購入年度 所属 

高速冷却遠心機 ＫＵＢＯＴＡ ７７８０ 1 Ｈ23 食品 

ザルトリウス超純水製造装置 アリウム６１２純水製造装置 1 Ｈ23 食品 

冷蔵庫 シャープ ＳＪ－ＸＦ６０Ｔ 1 Ｈ23 食品 

乾熱滅菌器 アドバンテック ＳＴＮ４２０ＤＢ 1 Ｈ23 食品 

水平振とう機 東京理科機器(株） ＭＷＳ－３０１０ 1 Ｈ23 食品 

製氷機 ホシザキ電気(株）ＦＭ－１３０Ｋ 1 Ｈ23 食品 

ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ半導体検出放射能測定装置 セイコー・イージーアンドジー株式会社 2 Ｈ23 食品 

サーベイメータ ＡＬＯＫＡ ＴＧＳ－１４６ 1 Ｈ23 食品 

液体クロマトグラフ溶媒選択バルブ アジレント(株)Ｇ１３６０Ａ１２００ＬＣ用 1 Ｈ22 食品 

粉砕器 ㈱レッチェ グラインドミックス GM200 1 Ｈ21 食品 

ガスパージ式濃縮器 ＧＬサイエンス リアクティサーモ 1 Ｈ21 食品 

分液ロート振とう器 東京理科機器 MMV-1000W 1 Ｈ21 食品 

ガスクロマトグラフタンデム質量分析計 アジレント７０００B GC/MS トリプル四重極システム 1 Ｈ21 食品 

抽出用マントルヒーター ㈱東京技術研究所 HKI-A-6 1 Ｈ21 食品 

液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌﾀﾝﾃﾞﾑ質量分析計 ＡＰＩ ４０００ ＱＴｒａｐ 1 Ｈ20 食品 

自動化農薬成分抽出装置 ＧＬサイエンス Ｇ－Ｐｒｅｐ GPC8100 1 Ｈ20 食品 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ操作ｿﾌﾄ 島津高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌVP10 V6ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟｷｯﾄ 1 Ｈ20 食品 

冷凍庫 日本フリーザー ＧＳ－５２０３ＫＨＣ 1 Ｈ19 食品 

オートクレーブ ヤマト ＳＰ２００ 1 Ｈ19 食品 

ガスクロマトグラフ質量分析計 島津 ＧＣ／ＭＳ－２０１０ 1 Ｈ18 食品 

ガスクロマトグラフ（ＥＣＤ） 島津 ＧＣ－２０１０ ＥＣＤ 1 Ｈ17 食品 

還元気化水銀測定装置 日本インスツルメント RA-3 Model3220 1 Ｈ16 食品 

ガスクロマトグラフ（ＥＣＤ） 島津 ＧＣ－２０１０ ECD-NPD付き 1 Ｈ15 食品 

ガスクロマトグラフ（ＮＰＤ） アジレント ＨＰ－６８９０ 1 Ｈ15 食品 

ガスクロマトグラフ質量分析計 ヒュレットパッカード ＨＰ５９７３ 1 Ｈ10 食品 

原子吸光分光光度計 セイコー電子工業 ＳＡＳ７５００ 1 Ｈ 8 食品 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ(ｶｰﾊﾞﾒｲﾄ農薬測定用) 島津 ＬＣ－１０ＡＤポストカラム 1 Ｈ 6 食品 

 

［平成 24年度に購入(導入)した検査備品］ 

品    名 規     格 数量 所属 

デジタルマイクロスコープ キーエンス VHX-2000 等 1 生活 

ホットプレート （株）アサヒ理化製作所 ＡＴＦ－５００ 1 環境 

小型チューブ炉 

 

光洋サーモシステム（株） KTF030N1 1 環境 

薬用冷蔵ショーケース 

 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾍﾙｽｹｱ(株)  MPR-312DCN 

 

1 環境 

分粒装置 柴田科学(株) 角型フィルター用 

 

柴田科学株式会社 

1 環境 

タンパク質質量解析機器 解析ソフトproteinpilot等 1 食品 

 

 

6.2  新規購入図書 

 

分  類 雑   誌   名 巻 号 

 (邦文雑誌) 

 430 化学 

 490 医学 

 

 518 衛生工学 

 

 

 

 

 食品衛生研究 

 保健医療科学 

 PHARM TECH JAPAN 

 日中環境産業（旧：資源環境対策） 

 環境技術 

 全国環境研会誌 

 官公庁環境専門資料 

 

       62 

       61 

       28-29 

       48-49 

       41-42 

       1-4 

       48 
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 岐阜県保健環境研究所へのアクセス 
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